
稲葉玲王選手稲葉玲王選手
おめでとう！おめでとう！

パリ２０２４オリンピックサーフィン競技出場権獲得！！パリ２０２４オリンピックサーフィン競技出場権獲得！！

発　 行 千葉県長生郡一宮町
編　 集 一宮町役場企画広報課
電　 話 0475（42）2111（代）
人　 口 12,269 人 （ ー 66人 ）

男 6,066 人 （ ー 56人 ）
女 6,203 人 （ ー 10人 ）

世 帯 数 5,665 世帯（ ー 50世帯）
面　 積 22.97 k ㎡
※令和６年３月 1 日現在

（　）内は前月比
ホームページ
https://www.town.ichinomiya.chiba.jp/
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稲葉玲王選手 パリ五輪出場権獲得おめでとう！！

稲葉玲王選手よりメッセージ

　オリンピックは、未知の世界ですが、メダ
ルを持ち帰ることで、育った一宮への恩返し
としてサーフィンの広がりと、次の世代の子
どもたちへ、サーフィンの素晴らしさを繋げ
るためにも、気合を入れて頑張ります。
　応援よろしくお願いします。

▲ ▲ 稲葉選手とご家族の皆さん稲葉選手とご家族の皆さん

『最高の一本で

を

獲りに行く』

金メダル
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防災特集記事　４月
災害から身を守るために～地震対策～

【問合せ】総務課  ☎（42）2112
　１月１日には、能登半島地震が発生し、石川県内だけで死者約 250 人、住家被害は約 8 万棟に及ぶ甚大な
被害が発生しました。インフラの被害は特に悲惨な状況で道路や上下水道の復旧は一部を除き、目途が立って
いない状況です。また、最近では千葉県東方沖を主な震源として、地震が頻発しています。大地震が来た際に
命を守るとともに、落ち着いて防災行動をとることで被害軽減に努めましょう。
　今月は、地震に対する備えを紹介します。

１．事前対策
①家具類の転倒・落下・移動防止対策
　・けがや避難に支障をきたさないように家具を配置する。
　・家具やテレビ、パソコンなどを固定し、転倒・落下・移動防止対策をする。
②けがの防止対策
　・食器棚や窓ガラスなどには、ガラスの飛散防止措置をする。
　・停電に備えて懐中電灯をすぐに使える場所におく。
　・散乱物でけがをしないようにスリッパやスニーカーなどを身近に準備する。
③家屋や塀の強度を確認
　・家屋の耐震診断を受け、必要な補強をする。
　・ブロックやコンクリートなどの塀は、倒れないように補強する。

２．初動対応の備え
①消火の備え
　・火災の発生に備えて消火器の準備や風呂の水を汲み置きする。
　　（溺れ防止のため子どもだけで浴室に入れないようにする）
②火災発生の早期発見と防止対策
　・火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を設置する。
　・普段使用しない電気器具は、差込みプラグをコンセントから抜いておく。
　・電気に起因する火災発生を抑制するため、感震ブレーカー（分電盤型）などの防災機器を設置する。
③非常用持ち出し品の準備
　・非常用品は、置く場所を決めて準備する。
　・冬の寒さなど、季節を考慮した用品を備える。
　・停電や断水に備え、簡易トイレや携帯用トイレを備蓄する。
　・スマートフォンの予備バッテリーなど、必要な電源を確保する。 

３．確かな行動の備え
①家族で話し合っておく
　・地震が発生した時の出火防止や初期消火など、家族の役割分担を決める。
　・外出中に家族が帰宅困難になったり、離れ離れになった場合の安否確認の方法や集合場所などを決める。
　・家族で避難場所や避難経路を確認する。
　・台風などの風水害が同時期に発生した場合を想定する。
　・普段のつき合いを大切にするなど、隣り近所との協力体制を話し合う。 
②地域の危険性の把握
　・町のハザードマップで、自分の住む地域の地域危険度を確認する。
　・自宅や学校、職場周辺を実際に歩き、災害時の危険箇所や役立つ施設を把握し、
　　自分用の防災マップを作る。
③防災知識を身に付ける
　・新聞、テレビ、ラジオやインターネットなどから、防災に関する情報を収集し、
　　知識を身に付ける。
　・大きな地震の後に同程度の地震が発生する可能性があることを理解する。 
④防災行動力を高める
　・日頃から防災訓練に参加して、身体防護、出火防止、初期消火、救出、
　　応急救護、通報連絡、避難要領などを身に付ける。 



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

広報 42024.4

まちの予算  51 億 600 万円
令和６年度一般会計（前年度比   ＋１億 800 万円）

　令和６年度当初予算は、51 億 600 万円で昨年度より 1 億 800 万円（+2.2％）の増加となりました。
　主な要因は、老朽化した公共施設の改修費に加え、子育て支援、福祉サービスなど社会保障関係費の増
加が挙げられます。
　本年度も「安心・安全なまちづくり」を目指し、中央ポンプ場・湛水防除施設の整備事業を継続するほか、
新たに海岸利用者や海上のサーファーなどへ海からの避難を呼びかけるため、ドローンを活用した津波避
難広報システムの整備を行います。
　さらには、小児インフルエンザ予防接種や 50 歳以上を対象とした帯状疱疹ワクチンの接種費用の一部
助成、福祉タクシー利用対象者の拡充、学童保育事業の充実など、限りある財源を幅広い分野に配分しま
した。

民生費 26.3%
13億4,168万円
(+9,452万円)

その他 1.9%
9,506万円
(▲230万円)

総務費 18.5%
9億4,130万円
(▲540万円）

衛生費 10.6%
5億3,803万円
（▲3,101万円)

教育費 8.3%
4億2,217万円
(+5,791万円)

土木費 7.9%
4億456万円
(▲6,573万円)

諸支出金 7.6%
3億8,953万円
(▲1,440万円)

消防費 6.2%
3億1,846万円
(+5,269万円)

公債費 6.0%
3億875万円
（▲1,717万円)

農林水産業費 4.8%
2億4,710万円
(＋7,794万円)

商工費 1.9%
9,936万円
(▲3,905万円)

歳　出
51億600万円
（+1億800万円）

町税 29.3％
14億9,441万円
（+3,844万円）

県支出金 8.2％
4億1,908万円
（+846万円）

国庫支出金 11.9％
6億632万円

（▲3,554万円）

科目　構成比
予算額

（対前年度増減額）

凡例

地方交付税 24.5％
12億5,000万円
（+5,000万円）

町債　4.1%
2億1,100万円
(＋1,610万円)

寄附金　3.9%
1億9,842万円
(＋340万円)

地方消費税交付金　5.0%
2億5,600万円
(▲2,900万円)

歳　入
51億600万円
（+1億800万円）

繰入金　3.9%
1億9,680万円
(▲1,577万円)

使用料手数料　2.0%
1億128万円
（▲103万円)

諸収入　1.9%
9,551万円

（＋2,153万円)

その他　5.3%
2億7,718万円
（＋5,140万円)
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Ⅰ　オリンピックレガシーとしてのサーフォノミクスの拡大
・（新規）空き家実態調査委託事業（537万円）	 …�空き家等対策計画の策定に向けて、町内の空き家などの実態を把握するため

に現地調査を行います。
・（新規）一宮海岸ブランコ設置工事（313万円）	…�年間を通して町民や観光客、サーファーが多く訪れる一宮海岸に、千葉県産

のスギ材を使用したブランコを設置します。地域の集いの場、観光地として
の魅力の向上を図ります。

Ⅱ　パワースポット一宮の力の源としての農業と各種産業の拡大
・（新規）一宮排水機場維持管理事業（5,503 万円）	…�湛水防除施設である一宮排水機場の電動ポンプの老朽化が著しいため改修工

事を行います。
・（新規）地域農業担い手支援事業（300 万円）	…�地域農業の担い手の確保・育成を図るため、農業用機械や施設整備などに要

する費用の一部を助成します。

Ⅲ　暮らしの充実度を上げるための子育て・教育・文化の増進
・（新規）放課後児童健全育成事業（2,774 万円）	…�町が直営で運営してきた学童保育を、専門的なノウハウを有する民間事業者

に委託し、さらなるサービスの向上を図ります。
・（新規）中央公民館建設準備事業（1,053 万円）	…�中央公民館の老朽化に伴う改修に向けて、建設検討委員会の設置や住民ニー

ズ調査、測量調査などを行い、基本計画を策定します。
・（新規）望 洋 公 園 整 備 事 業（539万円）	…本給にある望洋公園の老朽化した外周フェンスと鉄棒を新しくします。

・（新規）小児インフルエンザ予防接種費用助成事業（382万円）	…�生後 6 ヶ月～ 13 歳以上の中学生を対象に、接種費用の一部を助成します。
（上限額：3,000 円／回）

・（拡充）産  後  ケ  ア  事  業 （89万円）	…�これまでの「宿泊型」「日帰り型」のサービス利用体系に「訪問型」を新た
に加え、産後も安心して子育てができるよう支援体制の強化を図ります。

・（継続）第３子以降学校給食費無償化事業（625万円）	…�保護者が扶養している子のうち年齢が上から３番目以降の児童生徒の学校給
食費を無償化し、多子世帯における経済的負担の軽減を図ります。

Ⅳ　暮らしの安全安心を確保するための防災・福祉・医療の増進
・（新規）津波避難広報システム整備事業（4,779 万円）	…�ドローンを活用し、海岸利用客や海上のサーファーなどへの津波避難情報を

広報します。J-ALERT システムと連携し、津波情報の発表とともに自動運
航で迅速に情報を届けます。

・（新規）防 犯 灯 更 新 工 事 （990万円）	… �平成 23・24 年度に設置した約 1,500 基の LED 防犯灯が、耐用年数を経
過しているため、毎年 500 基ずつ３年間で更新を行っていきます。

・（新規）帯状疱疹ワクチン（不活化）接種費用助成事業（141万円）	… �50 歳以上の方を対象に不活化ワクチンの接種費用の一部を助成します。
	 　（上限額：10,000 円×２回）
・（新規）自転車ヘルメット購入費助成事業（100万円）	…�自転車運転時のヘルメット着用が努力義務化されたことに伴い、交通安全意

識及び着用率の向上を目指し、購入費の半額を助成します。
	 　（上限額：2,000 円）
・（拡充）福祉タクシー利用助成事業（413万円）	…�新たに 80 歳以上の方で自主的に自動車運転免許証を返納された方を対象

に、福祉タクシーの利用料を助成します。
	 　（年間：24,000 円）
・（継続）公共下水道施設整備事業（1億 8,158 万円）	…�中央ポンプ場は、施設整備開始から半世紀近くが経過し老朽化が著しいため、

修繕計画を作成し順次改修を行っています。
	 　�本年度から３ヶ年計画で換気・空調設備更新工事、電気設備更新工事を行い、

併せて耐震補強設計、管路施設調査を実施します。

これらのほかの予算や事業の内容を知りたい方は、町ホームページに「わかりやすい予算書」を
６月ごろ掲載しますので、そちらもご覧ください。� 【問合せ】総務課　☎（４２）２１１２

令和６年度の主な事業 　�令和６年度に行う主な事業を、まちが重点戦略に定める
大きな４つのテーマごとに紹介します。
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町の組織と業務内容をお知らせします
課 　 等 　 名

課長等氏名 係　名 主な業務内容 電話番号

総 務 課
高　田　　　亮

庶 務 係

人事、給与、行政区、秘書
消防、防災、行政相談、行政改革

財政、町有財産管理
（42）2112

防 災 行 政 係

財 政 係

D X 推 進 室

企 画 広 報 課
渡　邉　高　明

企 画 係 政策推進、地方創生、統計、
ふるさと納税

広報・公聴、国際化

（42）2113
ふるさと納税

（42）2130広 報 係

税 務 課
鎗　田　浩　司

課 税 係 住民税、固定資産税、
軽自動車税、国民健康保険税、

納税相談、町税徴収事務
（42）2114

徴 収 係

住 民 課
目　良　正　巳

住 民 係 戸籍、住民票、印鑑登録、
国民健康保険、国民年金、

後期高齢者医療
（42）1423

保 険 年 金 係

福 祉 健 康 課
関　　　晴　美

福 祉 係 社会福祉、障害者福祉、
高齢者福祉、母子保健、
各種健診、予防接種、
介護保険、介護相談、

介護予防

（42）1431 
（40）1055

健 康 係 
（子育て世代包括支援センター）
介 護 保 険 係

（地 域 包 括 セ ン タ ー）

子 育 て 支 援 課
中　村　晴　美

子 育 て 支 援 係 児童福祉、母子福祉、保育所等事務、
子ども医療費助成、学童保育 （42）1415

い ち の み や 保 育 所 児童の保育、地域の子育て支援 （42）2514

都 市 環 境 課
森　　　常　麿

都 市 整 備 係
建築、開発行為、都市計画、

ごみ、鳥獣保護
町道管理、町営住宅

（42）1430環 境 係

建 設 係

産 業 観 光 課
田　中　一　郎

農 業 振 興 係
（ 農 業 委 員 会 ）

農林水産業、農業集落排水、
商工業、観光、
消費生活相談

（42）1428

商 工 観 光 係 （42）1427
会 計 課

横　山　千　尋
出 納 係 公金の出納事務 （42）1422

教 育 課
渡　邉　浩　二

学 校 教 育 係 教育委員会の会議、
児童・生徒の就学、

社会教育、文化財、町史編さん、
町民バス

（42）4574

社 会 教 育 係 （42）1416

議 会 事 務 局
御　園　明　裕

議会運営事務、監査事務 （42）1421

町
長　
馬　
淵　
昌　
也

副
町
長　
大　
場　
雅　
彦

教
育
長　
竹　
之　
内　
達　
生
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16

区

藤　
井　
　
　
敦

船

頭

給

小　
髙　
一　
恭

新

地

伊　
藤　
誠
一
郎

宮

原

松　
岡　
俊　
治

海

岸

柳　
澤　
　
　
勉

新

浜

渡　
邊　
優
一
郎

〈
自
治
会
長
〉

17
区
の
１

渡　
辺　
正　
敏

17
区
の
２

朝　
原　
則　
夫

◆
主
な
仕
事

・
地
域
住
民
の
要
望
の
取
り
ま
と
め

・
行
政
情
報
の
伝
達
（
区
長
回
覧
）

　
　
第
１
・
第
３
水
曜
日

・
防
犯
灯
の
管
理
、
新
設
に
関
す
る
申
請

・
集
会
所
の
新
築
、
補
修
の
補
助
金
申
請

・
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
の
協
力

・
集
積
所
の
管
理

・
社
会
福
祉
協
議
会
活
動

税金の納付は「口座振替」が便利です！
安心 自動引落しで納め忘れの心配なし　便利 金融機関などに行く手間と時間も不要

簡単 一度の手続きで済み、手数料無料
　口座振替の手続きをすると、口座から自動的に引き落としになり、納め忘れの心配がありません。
　納期ごとに納めに行く手間もなくなり、一度手続きすれば、翌年からも継続されるので安心です。
　〇対象税目　固定資産税、軽自動車税、町県民税、国民健康保険税
　〇申込方法　口座振替依頼書に記入し、取扱金融機関の窓口に申し込みください。
　　　　　　　※口座振替依頼書は、町内の金融機関の窓口または役場で取得できます。
　〇持参するもの　納税通知書、預（貯）金通帳、通帳印
　〇取扱金融機関　千葉銀行、房総信用組合、長生農業協同組合、ゆうちょ銀行、京葉銀行
　　　　　　　　　千葉興業銀行、中央労働金庫

【問合せ】税務課　☎（４２）２１１４
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町
長
と
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
団
第
４
支
団
（
一
宮
町
）
の
小
関
支

団
長
お
よ
び
役
員
の
方
々
と
の
意
見
交
換

会
を
２
月
15
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
長
生
広
域
消
防
団
で
も
深
刻
化

し
て
い
る
団
員
不
足
に
つ
い
て
、
町
と
共

同
で
の
募
集
方
法
を
検
討
し
た
ほ
か
、
近

年
激
甚
化
す
る
各
種
災
害
時
の
対
応
方
針

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
定
期
的
な
意
見
交
換
会
を
開
催

し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
町
や
消
防
本
部
で
は
、
消
防
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
興
味

が
あ
る
方
や
、ご
不
明
な
点
が
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
総
務
課　
☎
（
42
）２
１
１
２

　
「
株
式
会
社 

合
同
資
源
」
代
表
取
締
役

の
山
ノ
井
敏
夫
様
か
ら
災
害
対
策
用
品
を

２
月
14
日
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

目
録

・
ブ
ル
ー
シ
ー
ト　

２
０
０
枚

・
土
の
う
袋　
　
　

２
０
０
枚

・
Ｐ
Ｐ
ロ
ー
プ
（
２
０
０
ｍ
）
５
個

　

ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
大
規
模
化
す
る
災
害
へ
の
対
策
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
総
務
課　
☎
（
42
）２
１
１
２

▲町長と第４支団役員の皆さん▲町長と第４支団役員の皆さん

消
防
団
第
４
支
団
と

消
防
団
第
４
支
団
と

意
見
交
換
会
を
開
催

意
見
交
換
会
を
開
催

災
害
対
策
用
品
を

災
害
対
策
用
品
を

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

み
ず
ほ
銀
行
で
の

み
ず
ほ
銀
行
で
の

公
金
の
窓
口
収
納
廃
止

公
金
の
窓
口
収
納
廃
止

清
水
三
郎
医
師

清
水
三
郎
医
師

「
第
「
第
1212
回
赤
ひ
げ
大
賞
」を
受
賞
！

回
赤
ひ
げ
大
賞
」を
受
賞
！

　
４
月
１
日
よ
り
、
み
ず
ほ
銀
行
で
の
納

付
書
な
ど
に
よ
る
公
金
の
窓
口
収
納
が
廃

止
と
な
り
ま
し
た
。（
口
座
振
替
は
従
来

通
り
利
用
で
き
ま
す
。）

　
お
手
持
ち
の
納
付
書
裏
面
に
納
付
場
所

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
み

ず
ほ
銀
行
窓
口
で
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ほ
か
の
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　【
問
合
せ
】

　
総
務
課　
☎
（
42
）２
１
１
２

　
清
水
三
郎
医
院
院
長
で
町
在
住
の
清
水

三
郎
医
師
が
日
本
医
師
会
・
産
経
新
聞
社

主
催
「
第
12
回
赤
ひ
げ
大
賞
」
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
医
療
現
場
で
長
年
に
わ
た
り
、

健
康
を
中
心
に
住
民
の
生
活
を
支
え
て
い

る
医
師
を
顕
彰
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
創

設
さ
れ
、
今
回
は
全
国
で
５
人
の
医
師
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
医
師
は
昭
和
56
年
の
開
業
以
来
、

多
く
の
患
者
の
診
療
に
携
わ
る
だ
け
で
な

く
、
夜
間
救
急
医
療
の
拡
充
や
子
ど
も
の

救
急
講
習
会
の
開
催
な
ど
、
地
域
全
体
の

健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
様
々
な
取
組
を

続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
福
祉
健
康
課　
☎
（
40
）１
０
５
５

▲町長と清水三郎医師



一
宮
の
歴
史

一
宮
の
歴
史

一
宮
の
歴
史

一
宮
の
歴
史

町
長
コ
ラ
ム

町
長
コ
ラ
ム

町
長
コ
ラ
ム

町
長
コ
ラ
ム
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【
第
１
回　
は
じ
め
に
】

　
関
和
知
と
い
う
人
物
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？
ま
ず
何
と
読
む
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と

い
う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
答
え
は
「
せ
き
・
わ
ち
」
と
読
み
ま
す
。

　
関
和
知
（
１
８
７
０
～
１
９
２
５
）
は
東

浪
見
村
綱
田
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
政

治
家
で
す
。
明
治
28
年
（
１
８
９
５
）
に

東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
）
を
卒

業
後
、
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
、
明
治
40
年

（
１
９
０
７
）
に
帰
国
。
萬

よ
ろ
ず

朝ち
ょ
う

報ほ
う

社
へ
入
社

後
、
東
京
日
日
新
聞
社
（
現
毎
日
新
聞
社
）

の
編
集
長
と
な
り
ま
す
。

　

翌
年
衆
議
院
議
員
補
欠
選
挙
に
立
候
補
、

一
度
は
落
選
す
る
も
繰
り
上
げ
当
選
し
、
初

当
選
を
果
た
し
ま
す
。
以
後
17
年
間
に
わ
た

り
国
会
議
員
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

　
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
に
成
立
し
た
大お

お

隈く
ま

重し
げ

信の
ぶ

内
閣
で
は
司
法
省
副
参
政
官
に
、
大

正
13
年
（
１
９
２
４
）
に
成
立
し
た
加か

藤と
う

高た
か

明あ
き

内
閣
で
は
陸
軍
政
務
次
官
を
つ
と
め
ま

す
。「
次
は
入
閣（
大
臣
）か
」と
地
元
の
人
々

か
ら
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
在
任
中
に
病
に

倒
れ
、
翌
年
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
優
秀
な
人
物
で
あ
っ
た
の
で

【
問
合
せ
】
教
育
課　
☎
（
42
）
１
４
１
６

な
い
で
し
ょ
う
か
。
心
の
底
か
ら
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

パ
リ
五
輪
の
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
は
、
フ
ラ

ン
ス
領
タ
ヒ
チ
の
、
チ
ョ
ー
プ
ー
と
い
う
有

名
な
海
岸
で
行
わ
れ
ま
す
。
チ
ョ
ー
プ
ー
の

波
は
、
モ
ン
ス
タ
ー
級
の
巨
大
な
チ
ュ
ー
ブ

が
特
徴
で
す
。
波
の
変
化
の
多
い
一
宮
町
の

各
ポ
イ
ン
ト
で
鍛
え
、
世
界
各
地
を
転
戦
す

る
中
で
さ
ら
に
磨
き
上
げ
た
技
を
繰
り
出
し

て
、
稲
葉
選
手
に
は
、
是
非
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
て
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
7
月
27
日
か

ら
8
月
8
日
ま
で
の
内
で
、
波
の
状
況
を
見

な
が
ら
4
日
分
の
試
合
が
組
ま
れ
る
そ
う
で

す
。
現
地
へ
出
か
け
て
応
援
さ
れ
る
方
も
、

一
宮
で
中
継
で
観
戦
す
る
方
も
、
一
緒
に
精

一
杯
の
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
！

五
十
嵐
カ
ノ
ア
さ
ん
か
ら
私
が
伺
っ
た
と

こ
ろ
で
は
、
釣
ヶ
崎
の
海
岸
は
、
乗
り
た
く

な
る
波
が
い
つ
で
も
多
く
立
ち
、
練
習
で
も

試
合
で
も
、充
実
し
た
サ
ー
フ
ィ
ン
が
で
き
、

世
界
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
い

の
で
す
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、

一
宮
町
に
は
、
世
界
レ
ベ
ル
の
優
れ
た
若
手

サ
ー
フ
ァ
ー
の
方
が
多
く
お
住
ま
い
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
お
二
人
の
偉
大
な
先
輩
に
伍
し

て
、若
い
皆
さ
ま
に
も
、五
輪
を
目
指
し
て
、

全
力
で
挑
戦
し
て
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

先
般
、一
宮
町
在
住
の
稲
葉
玲
王
選
手
が
、

２
０
２
４
年
パ
リ
五
輪
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
出

場
権
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
一
宮
町
長
と
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ま
と
一
緒
に
、
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
大
会
で
の
輝
か
し
い
ご
活
躍
を
、

心
か
ら
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
！

稲
葉
選
手
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
活
躍
に
よ

り
、
す
で
に
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
の
決
定

に
よ
り
、
五
輪
出
場
内
定
を
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
去
る
2
月
25
日
に
プ
エ
ル

ト
・
リ
コ
の
ア
レ
シ
ボ
と
い
う
と
こ
ろ
で
行

わ
れ
た
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
国
際
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
）

主
催
の
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
に
出
場
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
規
定
を
満
た
し
、
正
式
に
パ
リ

五
輪
出
場
権
を
獲
得
し
た
も
の
で
す
。

皆
さ
ま
ご
存
知
の
と
お
り
、稲
葉
選
手
は
、

２
０
２
１
年
に
行
わ
れ
た
東
京
２
０
２
０
五

輪
の
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
に
出
場
さ
れ
、
5
位

タ
イ
と
大
活
躍
さ
れ
た
大
原
洋
人
選
手
の
、

一
宮
小
・
中
学
校
で
の
同
級
生
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
大
原
選
手
も
稲
葉
選
手
も
、

一
宮
町
で
育
た
れ
た
方
で
す
。
人
口
1
万
2

千
人
の
一
宮
町
か
ら
、
複
数
の
選
手
が
世
界

最
高
峰
の
競
技
大
会
で
あ
る
五
輪
に
選
抜
さ

れ
る
、
と
い
う
の
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
奇
跡
的
な
こ
と
で
は No.93

一宮町長
馬淵 昌也

（
学
芸
員　
江
澤
一
樹
）

す
が
、
残
念
な
が
ら
知
名
度
は
あ
ま
り
高
く

あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
町
の
「
郷
土
の
偉

人
」
と
し
て
後
世
に
語
り
継
ぐ
べ
き
人
物
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
来
年
２
０
２
５
年
は
和
知
の
没
後
１
０
０

年
の
年
で
す
。町
で
は
こ
の
節
目
に
あ
わ
せ
、

講
座
や
ミ
ニ
企
画
展
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　

綱
田
が
生
ん
だ
郷
土
の
偉
人
・
関
和
知
。

今
回
か
ら
数
回
に
わ
た
り
関
和
知
と
、
出
身

地
の
綱
田
村
の
歴
史
を
み
て
い
き
ま
す
。

【
本
コ
ラ
ム
の
主
な
参
考
文
献
】

・
関
和
一
述
・
関
正
樹
編
『
関
和
知
物
語
』

�
（
私
家
版
、
２
０
０
０
年
）

・
河
崎
吉
紀
『
関
和
知
の
出
世　

　
　
政
論
記
者
か
ら
メ
デ
ィ
ア
議
員
へ
』

�

（
創
元
社
、
２
０
２
４
年
）

�
ほ
か

一
宮
町
の
歴
史
特
集

― 
関
和
知
没
後
１
０
０
年 

―

綱
田
の
歴
史
と
関
和
知

▲関和知
（写真：綱田区提供）



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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町
内
全
て
の
小
中
学
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

町
内
全
て
の
小
中
学
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･･

ス
ク
ー
ル
を
導
入

ス
ク
ー
ル
を
導
入

　
学
校
と
家
庭
、そ
し
て
地
域
が
連
携
し
、

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を

進
め
て
い
く
仕
組
み
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
で
す
。

　

東
浪
見
小
学
校
は
令
和
４
年
度
か
ら
、

一
宮
小
学
校
お
よ
び
一
宮
中
学
校
は
令
和

６
年
度
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

導
入
し
ま
し
た
。

　
学
校・家
庭・地
域
が
知
恵
を
出
し
合
っ

て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
の
未
来
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
未

来
に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は

・�

学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
た
学
校
の

こ
と
で
す
。

・�

学
校
運
営
協
議
会
と
は
、
保
護
者
や
地

域
住
民
、
学
校
支
援
者
、
校
長
、
学
校

の
教
職
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
合
議
制

の
機
関
で
す
。

・�

教
育
委
員
会
よ
り
任
命
さ
れ
た
委
員
が

一
定
の
権
限
と
責
任
を
も
っ
て
、
学
校

の
運
営
と
そ
の
必
要
な
支
援
に
つ
い
て

協
議
し
ま
す
。

・�

学
校
は
、
年
に
４
回
程
度
、
同
協
議
会

を
開
催
し
、
学
校
運
営
の
基
本
方
針
や

目
標
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど

を
協
議
し
ま
す
。

・�

保
護
者
、
地
域
、
学
校
が
教
育
の
「
当

事
者
」
と
し
て
学
校
運
営
に
関
わ
り
な

が
ら
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
体

制
を
築
く
た
め
の
制
度
で
す
。

◆
学
校
運
営
協
議
会
の
主
な
役
割

①�

校
長
が
作
成
す
る
学
校
運
営
の
基
本
方

針
を
承
認
す
る

②�

学
校
運
営
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
ま

た
は
校
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と

③�

教
職
員
の
任
用
に
関
し
て
、
教
育
委
員

会
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と

【
問
合
せ
】

　
教
育
課　
☎
（
42
）４
５
７
４

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の仕組み　　出典：文部科学省
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学
童
保
育
支
援
員
・
補
助
員
を
募
集

学
童
保
育
支
援
員
・
補
助
員
を
募
集

　
町
内
に
あ
る
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ

ブ
で
働
い
て
い
た
だ
け
る
支
援
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◆
勤
務
時
間

・
月
か
ら
金
曜
日　
午
後
２
時
か
ら
７
時

・
土
曜
日
、
学
校
休
業
日

　
午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

※�

シ
フ
ト
勤
務
に
よ
り
１
日
３
時
間
か
ら

５
時
間
程
度

◆
勤
務
条
件

　
時
給　
１
，
０
２
７
円
か
ら

※�

社
会
保
険
（
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
）

の
加
入
な
し
。
勤
務
時
間
に
よ
り
雇
用

保
険
の
加
入
あ
り
。

◆
勤
務
内
容

・�

学
校
終
了
後
の
子
ど
も
た
ち
の
保
育

（
遊
び
や
生
活
を
通
し
て
児
童
の
健
全

育
成
や
生
活
指
導
）

・
子
ど
も
た
ち
の
使
用
す
る
場
所
の
清
掃

・
保
育
日
誌
や
出
席
簿
記
入
な
ど
の
事
務

◆
応
募
資
格

・�

特
に
必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、
子
育
て
支

援
に
熱
意
の
あ
る
方
（
放
課
後
児
童
支

援
員
認
定
資
格
を
お
持
ち
の
方
、教
員・

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。）

◆
勤
務
場
所

・
一
宮
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

　
（
一
宮
小
学
校
内
）

・
東
浪
見
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

　
（
東
浪
見
小
学
校
内
）

◆
申
込
方
法

・�

履
歴
書
に
写
真
添
付
の
う
え
提
出
く
だ

さ
い
。

※
履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

　
子
育
て
支
援
課　
☎
（
42
）１
４
１
５

「
低
所
得
世
帯
支
援
金
給
付
事
業
」

「
低
所
得
世
帯
支
援
金
給
付
事
業
」

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
の
ご
案
内

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
の
ご
案
内

【
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
】

◆
支
給
対
象
世
帯

　
令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
町
内
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
令
和
５
年
度
分
の
住
民

税
の
所
得
割
を
課
さ
れ
て
い
な
い
世
帯

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
を
除
く
）

◆
申
請
方
法

　
対
象
世
帯
に
は
４
月
12
日
（
金
）
か
ら

「
確
認
書
」
を
順
次
送
付
し
て
い
ま
す
。

書
類
に
記
入
後
、
ご
返
信
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限　
６
月
14
日
（
金
）
ま
で

◆
給
付
額　
１
世
帯
あ
た
り
10
万
円

※�

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
と
は
、「
均

等
割
」
が
課
税
で
、「
所
得
割
」
が
非

課
税
の
方
で
す
。
均
等
割
の
み
課
税
の

方
は
、「
課
税
証
明
書
」
に
記
載
さ
れ

て
い
る「
所
得
割
」の
額
が
０
円
に
な
っ

て
い
ま
す
。

【
こ
ど
も
加
算
】

◆
支
給
対
象
者

　
令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
町
内
に
住

民
登
録
が
あ
り
、「
令
和
５
年
度
低
所
得

世
帯
支
援
金
給
付
事
業
」（
非
課
税
世
帯

７
万
円
給
付
ま
た
は
均
等
割
の
み
課
税
世

帯
10
万
円
給
付
）
の
対
象
世
帯
の
う
ち
、

平
成
17
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児

童
の
い
る
世
帯
主

◆
申
請
方
法

　
対
象
世
帯
に
は
４
月
12
日
（
金
）
か
ら

「
申
請
書
」
を
順
次
送
付
し
て
い
ま
す
。

書
類
に
記
入
後
、
ご
返
信
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限　
６
月
14
日
（
金
）
ま
で

※�

基
準
日
以
降
に
生
ま
れ
た
新
生
児
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
給
付
額　

　
対
象
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円

【
問
合
せ
】

　
福
祉
健
康
課　
☎
（
42
）１
４
３
１
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歴
史
資
料
展
示
室

歴
史
資
料
展
示
室

令
和
６
年
度
第
１
回
企
画
展
示

令
和
６
年
度
第
１
回
企
画
展
示

「
未
来
へ
つ
む
ぐ“
た
か
ら
”

「
未
来
へ
つ
む
ぐ“
た
か
ら
”

～
一
宮
町
新
収
蔵
資
料
展
～
」

～
一
宮
町
新
収
蔵
資
料
展
～
」

　
令
和
４
年
度
よ
り『
新
編　
一
宮
町
史
』

編
さ
ん
事
業
が
始
ま
り
、
本
年
度
で
３
年

目
を
迎
え
ま
す
。
町
で
は
資
料
の
収
集
活

動
を
継
続
し
、
様
々
な
資
料
が
寄
託
・
寄

贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
町
の
歴
史
を
物
語
る
、
郷
土

の
“
た
か
ら
”
で
あ
り
、
未
来
へ
つ
む
い

で
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
町
史
編
さ
ん
に
向

け
た
活
動
を
開
始
し
た
令
和
３
年
度
か
ら

３
年
間
に
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
た
資
料
に
注

目
し
、
特
に
重
要
で
あ
ろ
う
資
料
の
一
部

を
展
示
し
ま
す
。

　
初
公
開
の
資
料
も
あ
り
ま
す
の
で
、
町

の
歴
史
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
テ
ー
マ

　
「
未
来
へ
つ
む
ぐ
“
た
か
ら
”

�

～
一
宮
町
新
収
蔵
資
料
展
～
」

◆
と　
き　
４
月
19
日
（
金
）
か
ら

　
　
　
　
　
７
月
８
日
（
月
）

�

公
民
館
開
館
日
・
時
間
は
見
学
可

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階
・
ロ
ビ
ー

�

（
歴
史
資
料
展
示
室
）

展
示
資
料
紹
介

【
大
黒
像
・
恵
比
寿
像
】

　
令
和
６
年
１
月
に
個
人
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
資
料
。
台
座
の
裏
面
に
「
弘
化
三
丙
午

年
初
冬
念
日　
玉
前
神
社
以
銀
杏
之
根
木

　
南
総
於
一
松
郷
社
内
喬
居　
三
浦
一
郎

正
直
造
」
と
あ
り
ま
す
。

　

口
伝
と
あ
わ
せ
る
と
、
弘
化
３
年

（
１
８
４
６
）
に
当
時
一
松
郷
社
（
一
松

神
社
か
）に
滞
在
し
て
い
た
三
浦
正
直
が
、

落
雷
で
倒
木
し
た
と
い
う
玉
前
神
社
の
銀

杏
の
木
で
彫
っ
た
も
の
だ
と
い
い
ま
す
。

作
者
の
三
浦
正
直
は
長
生
郡
市
内
で
３
例

ほ
ど
作
品
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
幕
末
期

に
活
動
し
て
い
た
彫
物
師
の
よ
う
で
す
。

　
代
々
、神
棚
に
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
玉
前
神
社
に
ゆ
か
り
の
あ
る
町
に
寄

贈
し
た
い
と
申
し
出
が
あ
り
、
町
で
お
預

か
り
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

　
教
育
課　
☎
（
42
）１
４
１
６

人々を見守ってきたその柔和な
表情・姿をご覧ください

令
和
５
年
度
一
宮
町
史
編
さ
ん
講
座

令
和
５
年
度
一
宮
町
史
編
さ
ん
講
座

「
東
上
総
の
戦
国
時
代
」
開
催

「
東
上
総
の
戦
国
時
代
」
開
催

　
一
宮
町
史
編
さ
ん
講
座
を
３
月
２
日
に

中
央
公
民
館
大
会
議
室
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
「
東
上
総
の
戦
国
時
代
」
と
題
し
て
、

一
宮
町
史
編
さ
ん
委
員
（
中
世
）
で
敬
愛

大
学
特
任
教
授
の
滝
川
恒
昭
先
生
を
迎

え
、
こ
の
地
域
の
戦
国
時
代
の
様
子
を
、

主
に
「
古
文
書
の
発
見
」
と

い
う
視
点
か
ら
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

一
次
史
料
（
古
文
書
な
ど

の
同
時
代
史
料
）
が
ど
の
よ

う
に
発
見
さ
れ
、
ど
う
地
域

の
歴
史
を
物
語
る
の
か
、
実

体
験
を
も
と
に
講
演
い
た
だ

き
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

　

町
内
外
、
県
外
か
ら
67
人

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

盛
会
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。

今
後
も
一
宮
の
歴
史
や
文
化

財
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
、
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
教
育
委
員
会
で

は
、
町
の
歴
史
が
わ
か
る
古

い
資
料
や
古
文
書
な
ど
の
収
集
を
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

 【
問
合
せ
】

　
教
育
課　
☎
（
42
）１
４
１
６
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楽
し
い
お
は
な
し
、
た
く
さ
ん
！

楽
し
い
お
は
な
し
、
た
く
さ
ん
！

��

～
令
和
５
年
度
教
育
講
演
会
開
催
～

～
令
和
５
年
度
教
育
講
演
会
開
催
～

一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会

一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会��

～
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
～

～
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
～

　
教
育
講
演
会
「
子
ど
も
と
本
の
お
は
な

し
」
を
３
月
３
日
に
中
央
公
民
館
和
室
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
、
お
は
な
し
会
で
は
、「
絵
本

と
お
は
な
し
の
会
・
赤
と
ん
ぼ
」
の
皆
さ

ん
に
よ
る
、
素す
ば
な
し話
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や

大
型
絵
本
、
大
型
紙
芝
居
と
、
そ
の
合
間

に
参
加
者
全
員
で
、
手
遊
び
、
わ
ら
べ
う

た
を
体
験
。
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気

に
！

　
赤
と
ん
ぼ
の
皆
さ
ん
は
20
年
以
上
、
読

み
聞
か
せ
な
ど
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
を

続
け
、
昨
年
４
月
に
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
部
で
は
、「
子
ど
も
と
読
書
」
を

テ
ー
マ
に
三
橋
礼
子
先
生
（
東
上
総
教
育

事
務
所
・
主
席
指
導
主
事
）
か
ら
、
本
を

読
む
楽
し
さ
や
絵
本
の
魅
力
、
子
ど
も
た

ち
の
読
書
環
境
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
た
く
さ
ん
の
本
に
触
れ
る
こ
と
で
、

子
ど
も
も
大
人
も
人
生
が
も
っ
と
豊
か
に

な
る
」
と
の
お
話
に
読
書
の
大
切
さ
を
考

え
る
ひ
と
と
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
福
祉
活

動
の
一
環
と
し
て
、
75
歳
以
上
の
独
り
暮

ら
し
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
で
一
定
の
条
件

を
満
た
す
方
に
、
お
弁
当
を
お
配
り
し
て

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
配
達
担
当
者
は
、
現
在
８
人
（
平
均
年

齢
75
歳
）
で
、
月
３
回
木
曜
日
に
１
人
当

た
り
約
５
軒
を
20
分
か
ら
40
分
ほ
ど
で
配

達
を
行
っ
て
い
ま
す
。
担
当
者
も
高
齢
化

の
た
め
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ

り
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
活

動
が
継
続
で
き
ま
す
よ
う
に
配
達
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

絵本の魅力を語る三橋先生 大型紙芝居「だいくとおにろく」

【
問
合
せ
】

　
教
育
課　
☎
（
42
）１
４
１
６

【
問
合
せ
】

　
一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会

�

☎
（
42
）３
４
２
４
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Ｑ５　なぜ年金から保険料を差引くのですか？
　�　保険料を納める方法は介護保険法の規定があり、年金からの差し引き（特別徴収）が第一順位になってい

ます。これは高齢の方が金融機関などで納付する手間を省き、収納関係経費を抑え、確実な収納を行うため
に法律で決められています。

　�　そのため、年金から差引きできる場合には自動的に特別徴収になります。（手続きは必要ありません。）
　�　また、ご希望があっても納付書で納める普通徴収に変えることはできません。
Ｑ６　私は年金から引かれていません。なぜですか？
　�　保険料は年金からの差し引き（特別徴収）が基本ですが、次のような場合には特別徴収になりません。
　�　納付書を郵送しますのでお支払ください。なお、支払い忘れのない口座振替のご利用をお勧めします。
　　（１）65 歳になり、基礎年金などを受給しはじめてから約半年未満の方
　　（２）一宮町へ転入されて間もない方
　　（３）年金の現況届が必要な方で、提出が遅れた方
　　（４）年金を担保に借入れをしている方
　　（５）年金の受給額が年間で 18 万円未満の方
　　（６）老齢基礎年金を繰り下げているため、年金を受給していない方
Ｑ７　【納付書でのお支払い】口座振替の申込方法は？
　　申込用紙は、福祉健康課または町内の指定金融機関の窓口にあります。
　�　申込方法は、「預（貯）金通帳」「通帳印鑑」をお持ちになり、お取引のある金融機関の窓口で「口座振替依

頼書」にご記入のうえ、お申し込みください。口座振替開始は、申込月の翌月以降になります。
Ｑ８　滞納するとどうなるのですか？
　�　保険料は、すべての被保険者で負担するものです。特別な事情がないのに保険料の滞納が続く場合は、サー

ビス利用時の費用の全額負担や介護サービスが受けられなくなります。介護が必要になったときに困らない
ためにも月々の保険料を滞納しないようにしましょう。

所得段階 対象になる方 基準額 調整率
所得段階別の保険料

月　額 年　額

第 1 段階
●生活保護受給者の方　
●老齢福祉年金受給者で、世帯全員が町民税非課税の方
●�世帯全員が町民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が

80 万円以下の方

58,200 円
（年　額）

× 0.285 1,380 円／月 16,560 円／年

第 2 段階 世帯全員が町民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が
80 万円超 120 万円以下の方 × 0.485 2,350 円／月 28,200 円／年

第 3 段階 世帯全員が町民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が
120 万円超の方 × 0.685 3,320 円／月 39,840 円／年

第 4 段階 世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税で、前年の課税年
金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円以下の方 × 0.90 4,370 円／月 52,440 円／年

第 5 段階 世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税で、前年の課税年
金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円超の方 × 1.00 4,850 円／月 58,200 円／年

第 6 段階

本人が町民税課税で、
前年の合計所得金額が

120 万円未満の方 × 1.20 5,820 円／月 69,840 円／年
第 7 段階 120 万円以上 210 万円未満の方 × 1.30 6,310 円／月 75,720 円／年
第 8 段階 210 万円以上 320 万円未満の方 × 1.50 7,280 円／月 87,360 円／年
第 9 段階 320 万円以上 420 万円未満の方 × 1.70 8,250 円／月 99,000 円／年
第10段階 420 万円以上 520 万円未満の方 × 1.90 9,220 円／月 110,640 円／年
第11段階 520 万円以上 620 万円未満の方 × 2.10 10,190 円／月 122,280 円／年
第12段階 620 万円以上 720 万円未満の方 × 2.30 11,160 円／月 133,920 円／年
第13段階 720 万円以上の方 × 2.40 11,640 円／月 139,680 円／年

●保険料を納める方は
　�一宮町に住民票のある 65 歳以上の方（住所地特例の方を含む）に納めていただきます。また、年度の途中で

の転入や 65 歳到達の方は、月割（当該事由の前日の属する月の分から）で保険料を納めていただきます。
●介護保険料の算定方法
　�基準額（年額 58,200 円）は、一宮町の介護サービス給付に必要な費用から算定したものです。一人ひとり

の年間介護保険料は、収入や所得、世帯状況によって決められた割合を基準額に乗じたものです。
●令和６度介護保険料

令和６年度の保険料決定のお知らせは、　　７月中旬に送付します。
国の方針に則り、非課税世帯への負担を軽くし、所得の高い方には、より相応のご負担を頂くこととしており、　これまでの「９段階」から、「13 段階」に多段階化し、併せて、所得段階ごとの保険料率も見直しました。

介護保険は、介護の負担を社会全体で支え合う社会保険制度です。皆さんに納めて　いただいた保険料は、公費とともに、介護保険制度を支えていく大切な財源となります。

【問合せ】福祉健康課　☎（42）１４３１

令和６年度４月から　介護保険料が変わります令和６年度４月から　介護保険料が変わります
令和３～５年度の基準額　月額　５，０００円� 令和６～８年度の基準額　月額　４，８５０円
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令和６年度の保険料決定のお知らせは、　　７月中旬に送付します。
国の方針に則り、非課税世帯への負担を軽くし、所得の高い方には、より相応のご負担を頂くこととしており、　これまでの「９段階」から、「13 段階」に多段階化し、併せて、所得段階ごとの保険料率も見直しました。

介護保険は、介護の負担を社会全体で支え合う社会保険制度です。皆さんに納めて　いただいた保険料は、公費とともに、介護保険制度を支えていく大切な財源となります。

Ｑ１　なぜ保険料を負担するのですか？
　�　介護保険制度は、老後における最大の不安である介護の問題を国民の皆で支える制度です。高齢者自身に

も現役世代にも負担し合ってもらい、必要な介護サービスを提供しようとするものです。
　　 国・県・町も財政負担していますが、約 23% が高齢者の保険料でまかなうことになっています。
Ｑ２　自分は元気だから介護保険は必要ないと思うのですが？
　�　健康に自信のある方でも、病気やけがなどで急に筋肉が衰えてお身体の自由が利かなくなることがありま

す。また、高齢になると階段でつまづき骨折したり、認知症を発症したりすることもあります。自立した生
活が出来なくなり支援が必要になったとき、みんなで支えあうために介護保険はあります。

Ｑ３　65 歳からすぐ保険料を払うのですか？
　�　健康保険に加入している 40 歳から 64 歳までの方は、加入している医療保険料と合わせて介護保険料を支

払っています。
　　65 歳になった月からは、医療保険料とは別に支払うことになります。
Ｑ４　65 歳になりましたが、すぐに年金から徴収されますか？
　�　年金から介護保険料を差引くことを「特別徴収」と呼んでいます。特別徴収をするためには半年から 1 年

程の準備期間が必要です。
　�　準備が整いましたら、特別徴収開始通知書または介護保険料決定通知書において、お知らせします。それ

までの間は、お送りした納付書または口座振替によりお支払いください。

教えて! !介護保険料教えて! !介護保険料

●あなたの介護保険料は？

※�「合計所得金額」とは収入から必要経費に相当する金額（収入の種類により計算方法が異なります。）を控除した
金額のことで、扶養控除や医療費控除などの所得控除（所得から差し引かれる金額）をする前の金額です。

※老齢福祉年金は、明治 44 年 4 月 1 日以前に生まれた方が対象です。

は　い

は　い

は　い

は　い

は　い

は　い

は　い

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

120万円未満

120万円以上 210万円未満

320万円以上 420万円未満

520万円以上 620万円未満

210万円以上 320万円未満

420万円以上 520万円未満

620万円以上 720万円未満

720万円以上

あなたは生活保護を受給していますか？

あなたは町民税が課税されていますか？

世帯の誰かに町民税が課税されている人がいますか？

前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円以下でしたか？

前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円以下でしたか？

前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が
120万円以下でしたか？

あなたの前年の合計所得金額は？

令和６年度４月から　介護保険料が変わります令和６年度４月から　介護保険料が変わります
令和３～５年度の基準額　月額　５，０００円� 令和６～８年度の基準額　月額　４，８５０円

いいえ 老齢福祉年金を受給していますか？
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【問合せ】 都市環境課
ＴＥＬ：0475－42－1430 ＦＡＸ：0475－40－1075

自転車乗車用ヘルメットを購入した方へ

最大2,000円補助します！

助成対象者 令和６年４月１日以降に自転車乗車用ヘルメットを購入した町内在住者
※申請は１人につき１回のみ

助 成 対 象
ヘルメット

安全基準の認証を受けている「新品」の自転車ヘルメット

対象の安全基準：SGマーク・JCFマーク・CEマーク・GSマーク・CPSCマークなど

助 成 額
自転車乗車用ヘルメット１人あたり１個につき最大2,000円補助
※購入金額の半額を補助
例：ヘルメットの金額が3,000円の場合→1,500円補助

4,000円の場合→2,000円補助
5,000円の場合→2,000円補助

詳しくは町ＨＰを
ご覧ください

一宮町

申込受付開始日

令和６年４月１日（月）～

自転車ヘルメット購入を補助します！

【問合せ】 都市環境課
ＴＥＬ：0475－42－1430 ＦＡＸ：0475－40－1075

自転車乗車用ヘルメットを購入した方へ

最大2,000円補助します！

助成対象者 令和６年４月１日以降に自転車乗車用ヘルメットを購入した町内在住者
※申請は１人につき１回のみ

助 成 対 象
ヘルメット

安全基準の認証を受けている「新品」の自転車ヘルメット

対象の安全基準：SGマーク・JCFマーク・CEマーク・GSマーク・CPSCマークなど

助 成 額
自転車乗車用ヘルメット１人あたり１個につき最大2,000円補助
※購入金額の半額を補助
例：ヘルメットの金額が3,000円の場合→1,500円補助

4,000円の場合→2,000円補助
5,000円の場合→2,000円補助

詳しくは町ＨＰを
ご覧ください

一宮町

申込受付開始日

令和６年４月１日（月）～

自転車ヘルメット購入を補助します！

【問合せ】 都市環境課
ＴＥＬ：0475－42－1430 ＦＡＸ：0475－40－1075

自転車乗車用ヘルメットを購入した方へ

最大2,000円補助します！

助成対象者 令和６年４月１日以降に自転車乗車用ヘルメットを購入した町内在住者
※申請は１人につき１回のみ

助 成 対 象
ヘルメット

安全基準の認証を受けている「新品」の自転車ヘルメット

対象の安全基準：SGマーク・JCFマーク・CEマーク・GSマーク・CPSCマークなど

助 成 額
自転車乗車用ヘルメット１人あたり１個につき最大2,000円補助
※購入金額の半額を補助
例：ヘルメットの金額が3,000円の場合→1,500円補助

4,000円の場合→2,000円補助
5,000円の場合→2,000円補助

詳しくは町ＨＰを
ご覧ください

一宮町

申込受付開始日

令和６年４月１日（月）～

自転車ヘルメット購入を補助します！

【問合せ】 都市環境課
ＴＥＬ：0475－42－1430 ＦＡＸ：0475－40－1075

自転車乗車用ヘルメットを購入した方へ

最大2,000円補助します！

助成対象者 令和６年４月１日以降に自転車乗車用ヘルメットを購入した町内在住者
※申請は１人につき１回のみ

助 成 対 象
ヘルメット

安全基準の認証を受けている「新品」の自転車ヘルメット

対象の安全基準：SGマーク・JCFマーク・CEマーク・GSマーク・CPSCマークなど

助 成 額
自転車乗車用ヘルメット１人あたり１個につき最大2,000円補助
※購入金額の半額を補助
例：ヘルメットの金額が3,000円の場合→1,500円補助

4,000円の場合→2,000円補助
5,000円の場合→2,000円補助

詳しくは町ＨＰを
ご覧ください

一宮町

申込受付開始日

令和６年４月１日（月）～

自転車ヘルメット購入を補助します！
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大人も子どもも

ヘルメットをかぶって、命を守ろう！

改正道路交通法の施行により、令和5年4月1日から
自転車利用者のヘルメット着用が努力義務となりました。

約7割が

頭部に致命傷！

自転車事故で死亡した人の
約7割が頭部に致命傷を負っています

家族全員で
ヘルメット着用しよう！

■自転車乗車中死者の損傷主部位比較(東京都内 令和元年～令和５年中)

参考：警視庁webサイト

あなたとみんなの命を守る

ちばサイクルールを守ろう！

自転車に乗る前のルール

①自転車保険に入ろう
②点検整備をしよう
③反射器財を付けよう
④ヘルメットをかぶろう
⑤飲酒運転はやめよう

自転車に乗る時のルール

①車道の左側を走ろう
②歩いている人を優先しよう
③ながら運転はやめよう
④交差点では安全確認しよう
⑤夕方からはライトをつけよう

頭部64.9％

顎部4.0％

胸部16.9％

腹部4.0％

脚部1.4％

その他8.8％

参考：千葉県ホームページ
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近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
空
き
家
を
利
活

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
空
き
家

の
増
加
を
防
ぎ
、
町
の
良
好
な
生
活
環
境

を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
と
し
て
供

給
し
、
移
住
定
住
促
進
と
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
空
き
家
バ
ン
ク
と
は

　
町
内
の
「
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
」
と

考
え
て
い
る
空
き
家
の
所
有
者
の
方
に
物

件
登
録
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、
町
は

全
国
版
空
き
家
バ
ン
ク
に
そ
の
情
報
を
公

開
し
ま
す
。
そ
の
情
報
を
閲
覧
し
た
「
買

い
た
い
・
借
り
た
い
」
と
い
う
利
用
希
望

者
と
空
き
家
の
所
有
者
を
橋
渡
し
す
る
制

度
で
す
。
契
約
や
交
渉
は
町
と
協
定
を
締

結
し
た
協
力
事
業
者
で
行
い
ま
す
。

◆
登
録
で
き
る
空
き
家

　
町
内
に
存
在
す
る
建
物
（
そ
の
敷
地
を

含
む
）
の
う
ち
、
個
人
の
居
住
を
目
的
と

し
て
建
築
さ
れ
、
現
に
居
住
ま
た
は
使
用

し
て
い
な
い
も
の
（
予
定
の
も
の
を
含

む
）
で
あ
っ
て
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
第

34
条
の
２
に
規
定
す
る
媒
介
契
約
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
も
の

◆
登
録
で
き
る
空
き
家
の
所
有
者

　
空
き
家
の
所
有
権
そ
の
他
の
権
利
を
有

し
、
当
該
空
き
家
を
売
却
ま
た
は
賃
貸
す

る
能
力
を
有
す
る
方

◆
全
国
版
空
き
家
バ
ン
ク

　
国
で
は
、
各
自
治
体
の
空
き
家
情
報
の

標
準
化
・
集
約
化
を
図
り
、
全
国
の
空
き

家
な
ど
の
情
報
を
簡
単
に
検
索
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
公
募
に
よ
り
選
定
し
た

２
業
者（
㈱
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
、ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
㈱
）に
よ
る「
全
国
版
空
き
家
バ
ン
ク
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
町
の
登
録
空
き
家

情
報
は
、
全
国
版
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

し
ま
す
。

【
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
】

　

https://w
w

w
.akiya-athom

e.jp

【
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ　
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ‘
Ｓ
】

　

https://www.hom
es.co.jp/akiyabank

◆
空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る
補
助
制
度

　
空
き
家
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
一

宮
町
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
都
市
環
境
課　
☎
（
42
）１
４
３
０

◆
補
助
対
象
住
宅

　
町
内
に
現
存
す
る
自
己
の
居
住
の
用
に

供
す
る
た
め
の
住
宅
で
、
当
該
住
宅
が
都

市
計
画
法
お
よ
び
建
築
基
準
法
の
規
定
に

適
合
す
る
も
の
で
、
建
築
基
準
法
に
規
定

す
る
確
認
済
証
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
10

年
以
上
経
過
し
た
住
宅

◆
補
助
対
象
者

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方

①�

自
ら
居
住
す
る
た
め
に
補
助
対
象
住
宅

を
新
た
に
取
得
、
居
住
し
、
住
民
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
実
績
報

告
を
す
る
日
ま
で
に
当
該
対
象
住
宅
に

居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
こ
と

②�

当
該
補
助
対
象
住
宅
に
係
る
売
買
契
約

を
締
結
し
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
対
象

工
事
を
行
お
う
と
す
る
者

③�

世
帯
全
員
が
市
区
町
村
民
税
（
国
民
健

康
保
険
税
な
ど
を
含
む
）
そ
の
他
の
市

区
町
村
に
納
付
す
べ
き
使
用
料
な
ど
の

滞
納
が
な
い
こ
と

④�

補
助
金
交
付
確
定
日
か
ら
10
年
以
上
継

続
し
て
、
対
象
住
宅
に
居
住
す
る
こ
と

◆
補
助
対
象
工
事

　
町
内
の
施
工
業
者
に
よ
り
、
建
物
の
屋

根
、
内
外
装
、
居
室
、
浴
室
、
玄
関
、
台

所
お
よ
び
ト
イ
レ
な
ど
の
改
修
工
事
で
、

工
事
額
（
消
費
税
除
く
）
が
20
万
円
以
上

の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
が
対
象

◆
補
助
金
額

　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
要
す
る
額
の
10
％

に
相
当
す
る
額
（
千
円
未
満
切
捨
て
）
を

補
助
し
、
補
助
金
額
は
20
万
円
が
限
度
額

で
す
。

　
な
お
、
対
象
住
宅
が
一
宮
町
空
き
家
バ

ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
登
録
空
き
家
の

場
合
は
、
30
万
円
が
限
度
額
で
す
。

◆
そ
の
他

・
４
月
１
日
よ
り
受
付
中
で
す
。

・�

補
助
申
請
手
続
き
、
そ
の
他
の
事
業
内

容
や
詳
細
は
、
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
都
市
環
境
課　
☎
（
42
）
１
４
３
０
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ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

改
修
工
事
補
助
金

改
修
工
事
補
助
金

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

変
更
申
請
の
受
付

変
更
申
請
の
受
付

　
地
震
そ
の
他
の
災
害
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
の
倒
壊
ま
た
は
転
倒
を
未
然
に
防

止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
行
人
な
ど
の
安

全
性
向
上
を
目
指
し
て
、
避
難
路
に
面
す

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
却
ま
た
は
建
替

え
に
よ
る
新
設
工
事
に
対
し
て
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

・�

町
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

・�

本
人
お
よ
び
世
帯
員
の
方
が
税
金
の

滞
納
が
な
い
こ
と
な
ど
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と

◆
補
助
の
対
象
に
な
る
も
の

・�

避
難
路
に
面
す
る
安
全
性
の
確
認
が

で
き
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
が
対
象

※�

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
高
さ
が
１
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の

・�

避
難
路
に
面
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
、｢

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
点
検

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト｣

よ
り
、
外
観

で
１
か
ら
５
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ひ
と

つ
で
も
不
適
合
が
あ
る
場
合

◆
補
助
対
象
工
事

　
町
内
の
施
工
業
者
に
よ
り
、
除
却
（
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

取
り
除
く
）
工
事
や
、
建
替
え
（
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
を
取
り
除
き
、
軽
量
フ
ェ
ン

ス
ま
た
は
生
垣
な
ど
を
新
設
す
る
）
工
事

　
「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
優
良
農
地
の
確
保
と
農

業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
・
編
入
申
請

な
ど
の
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　
除
外
申
請
は
、
該
当
の
土
地
を
農
業
以

外
の
目
的
で
利
用
し
、
次
の
５
つ
の
要
件

を
全
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請

を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
事
前
に
相
談
の

う
え
、
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

◆
計
画
変
更
（
除
外
）
の
条
件

⑴�

農
用
地
区
域
以
外
に
代
替
す
る
土
地
が

な
い
こ
と

⑵�

農
地
の
集
団
化
や
農
作
業
の
利
用
に
支

障
が
な
い
こ
と

⑶�

農
地
の
利
用
集
積
に
支
障
が
な
い
こ
と

⑷
土
地
改
良
機
能
に
支
障
が
な
い
こ
と

⑸�

土
地
改
良
事
業
な
ど
の
完
了
年
度
の
翌

年
か
ら
８
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と

◆
受
付
締
切
（
年
２
回
）

　
①
５
月
15
日
（
水
）

　
②
11
月
15
日
（
金
）

【
問
合
せ
】

　
産
業
観
光
課　
☎
（
42
）１
４
２
８

◆
補
助
の
金
額

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
長
さ
１
メ
ー
ト
ル
当
た

り
、
除
却
の
み
の
場
合
は
８
万
円
（
上

限
額
８
万
円
）、
建
替
え
の
場
合
は
16
万

円
（
除
却
上
限
額
８
万
円
＋
新
設
上
限
額

８
万
円
）

※
４
月
１
日
よ
り
受
付
中
で
す
。

　
事
業
内
容
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
都
市
環
境
課　
☎
（
42
）１
４
３
０
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一
宮
海
岸
駐
車
場

一
宮
海
岸
駐
車
場

有
料
期
間
の
お
知
ら
せ

有
料
期
間
の
お
知
ら
せ

イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し
た
ら

イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し
た
ら

ご
み
ゼ
ロ
運
動
に

ご
み
ゼ
ロ
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い

は
か
り
の
検
査
の
お
知
ら
せ

は
か
り
の
検
査
の
お
知
ら
せ

　
一
宮
海
岸
駐
車
場
の
有
料
期
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
今
年
は
７
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
の
間
、
駐
車
料
金
を
値
上

げ
し
ま
す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
度
、
海
岸
に
公
衆
ト
イ
レ
を
整
備

し
ま
し
た
。
今
後
も
利
用
し
や
す
い
海
岸

を
目
指
し
、
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
◆
有
料
期
間

　
　
　
　
　
４
月
27
日
（
土
）
か
ら

　
令
和
７
年
１
月
13
日
（
月
・
祝
）
ま
で

◆
有
料
時
間

　
午
前
６
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

◆
使
用
料
金

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

※�

町
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
は
免
許
証
を

提
示
す
る
こ
と
で
無
料
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
産
業
観
光
課　
☎
（
42
）
１
４
２
７

◆
刺
激
し
な
い

　
至
近
距
離
で
突
然
遭
遇
し
た
場
合
は
注

意
が
必
要
で
す
。見
か
け
て
も
刺
激
せ
ず
、

興
奮
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
静
か
に
そ
の
場
か
ら
離
れ
る

　
こ
ち
ら
に
気
づ
い
て
い
な
い
時
や
、
距

離
が
十
分
あ
る
場
合
は
静
か
に
そ
の
場
か

ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

　
近
づ
い
て
き
て
も
、
慌
て
ず
に
ゆ
っ
く

り
と
後
ず
さ
り
し
て
離
れ
、
建
物
や
車
な

ど
の
物
陰
に
身
を
隠
す
な
ど
安
全
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

◆
襲
わ
れ
た
ら

　
牙
が
当
た
り
や
す
い
太
も
も
内
側
に
は

太
い
血
管
が
あ
り
、
正
面
か
ら
突
進
さ
れ

る
と
、
大
変
危
険
で
す
。
体
を
か
が
め
、

足
を
閉
じ
て
防
御
の
姿
勢
を
と
り
怪
我
を

し
な
い
よ
う
体
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
家
の
周
り
に
寄
せ
付
け
な
い

・
や
ぶ
や
草
む
ら
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

・
ゴ
ミ
出
し
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

・�

野
菜
く
ず
や
生
ご
み
を
屋
外
に
放
置
す

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

【
問
合
せ
】

　
都
市
環
境
課　
☎
（
42
）１
４
３
０

　
５
月
30
日
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）
に
近
い

日
曜
日
に
、
ご
み
の
散
乱
防
止
と
再
資
源

化
促
進
の
た
め
、
地
域
住
民
の
ご
協
力
に

よ
り
、
町
内
一
斉
で
散
乱
ご
み
の
収
集
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
一
斉
実
施
は
、
各
区
、
自
治
会
単
位
の

任
意
参
加
で
す
。

　

こ
の
運
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
と　
き　
５
月
26
日
（
日
）

※�

詳
細
は
回
覧
板
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
都
市
環
境
課 

☎
（
42
）１
４
３
０

　
計
量
法
に
基
づ
く
計
量
器
の
定
期
検
査

を
６
月
28
日
（
金
）
に
中
央
公
民
館
で
行

い
ま
す
。
対
象
と
な
る
計
量
器
を
お
持
ち

の
方
は
必
ず
検
査
を
受
け
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
検
査
前
に
申
込
み
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
お
手
続
き
く
だ

さ
い
。

◆
受
付
期
間　
６
月
３
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
７
日
（
金
）
ま
で

【
問
合
せ
・
受
付
】

　
産
業
観
光
課　
☎
（
42
）１
４
２
７

町ホームページ
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令和 6年度　公民館サークル一覧令和 6年度　公民館サークル一覧
サ  ー  ク  ル  名 活　　動　　曜　　日 場　　所

1 一宮町太極拳同好会 毎 週 木 曜 日
毎 週 日 曜 日

10：00 ～ 12：00
14：00 ～ 16：00

大 会 議 室
振 武 館

2 剛柔流空手道有心会 毎 週 火 曜 日 18：00 ～ 21：00 大 会 議 室
3 健康気功コスモス 毎 週 金 曜 日 10：00 ～ 12：00 大 会 議 室
4 タートルクラブ 毎 週 月 曜 日 13：30 ～ 15：30 大 会 議 室
5 3B 一宮 第 1 ･ 2 ･ 4 水 曜 日 13：30 ～ 15：00 大 会 議 室
6 一宮詩舞クラブ 第 2 ・ 4 金 曜 日 13：00 ～ 16：00 和 　 室
7 一宮ヨーガ愛好会 第 1 ･ 3 水 曜 日 14：00 ～ 15：30 和 　 室
8 フラハイビスカス 毎 週 木 曜 日 13：30 ～ 15：00 和 　 室
9 一宮茶道サークル 第 2 ・ 4 水 曜 日 13：00 ～ 16：00 和 　 室
10 輝け 60 代からのヨガサークル 第 2 ・ 4 ・ 5 火 曜 日   9：00 ～ 12：00 和 　 室
11 ウクレレ　レッド　コーラル 第 2 ･ 4 火 曜 日 14：00 ～ 16：00 講 義 室
12 犬槇俳句会 第 3 木 曜 日 13：00 ～ 16：00 講 義 室
13 加納久宜公研究会 第 3 火 曜 日 19：00 ～ 21：00 講 義 室
14 みんなの英会話 毎 週 金 曜 日 17：00 ～ 19：00 講 義 室
15 裂き織サークル 第 2 ・ 4 水 曜 日   9：30 ～ 11：30 講 義 室
16 パッチワーク彩 第 1 金 曜 日 13：00 ～ 16：00 講 義 室
17 美そら会 第 1 ･ 3 月 曜 日 13：00 ～ 15：30 講 義 室
18 なんでもリメイク 第 1 ・ 3 金 曜 日 10：00 ～ 11：30 講 義 室

19 詩吟友詩会 第 2 土 曜 日
第 4 火 曜 日

14：00 ～ 16：00
14：00 ～ 16：00

講 義 室
青 年 会 議 室

20 一宮フラウエンコール 第 2 ・ 4 水 曜 日   9：00 ～ 11：30 視 聴 覚 室
21 うた声のつどい 毎 週 火 曜 日 13：00 ～ 15：00 視 聴 覚 室

22 ポップ・コーラス 第 1 ・ 3 土 曜 日
第 2 ・ 4 日 曜 日

19：00 ～ 21：00
14：00 ～ 16：00 視 聴 覚 室

23 健康体操教室 毎 週 金 曜 日 14：00 ～ 15：00 視 聴 覚 室
24 手話サークル 毎 週 火 曜 日 19：00 ～ 21：00 視 聴 覚 室
25 絵手紙サークル 第 3 火 曜 日   9：30 ～ 12：30 生 活 研 修 室
26 囲碁クラブ 毎週水・土・日曜日 13：00 ～ 17：00 青 年 会 議 室
27 ランゲージ研究会 毎 週 木 曜 日 10：00 ～ 12：00 青 年 会 議 室
28 エアロビクスクラブ 毎 週 木 曜 日   9：45 ～ 11：45 振 武 館
29 自　彊　術 毎 週 木 曜 日 13：30 ～ 15：00 創 作 の 里

30 一宮第 1 陶芸クラブ 第 2 水 ・ 土 曜
第 3 水 曜 日

  9：00 ～ 17：00
  9：00 ～ 17：00 創 作 の 里

31 一宮第 2 陶芸クラブ 第 4 水 ・ 土 曜 日   9：00 ～ 17：00 創 作 の 里
32 染色サークル 第 1 木 曜 日 13：00 ～ 16：00 創 作 の 里
33 染色グループ　「朔の会」 第 1 ・ 3 水 曜 日 10：00 ～ 12：00 創 作 の 里

※活動内容の詳細は、各サークルに直接確認ください。� 【問合せ】中央公民館　☎（42）4576
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生
活
習
慣
病
予
防
を
！

生
活
習
慣
病
予
防
を
！

毎
年
一
回
は

毎
年
一
回
は

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

3030
歳
代
の
方

歳
代
の
方

健
康
診
査
を
受
け
た
こ
と

健
康
診
査
を
受
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？

が
あ
り
ま
す
か
？

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し
た
生
活
習
慣
病

予
防
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を

対
象
に
特
定
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
も
腎
臓
の
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

「
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
」
と
「
尿
酸

値
検
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
腎
臓
病
や
痛

風
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　
生
活
習
慣
を
見
直
す
良
い
機
会
で
す
の

で
、年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆�

と　
き　
５
月
30
日
（
木
）
か
ら

　
　
　
　
　
６
月
11
日
（
火
）

�

※
２
日
・
８
日
・
９
日
は
除
く

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
者　

　
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
後
期
高
齢
医
療
保
険
加
入
者

◆
健
診
内
容

　

�

身
体
測
定
・
血
圧
測
定
・
医
師
の
診
察
・

尿
検
査
・
血
液
検
査
・
貧
血
検
査
・
血

清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査・尿
酸
値
検
査・

心
電
図
検
査
・
眼
底
検
査

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
同
じ
年
度
内
（
５
月
30
日
か
ら
12
月
25

日
）
に
、
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
た
場

合
は
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成

を
受
け
た
方
は
、
特
定
健
康
診
査
を
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】　
住
民
課
☎
（
42
）１
４
２
３

　
　
　
福
祉
健
康
課
☎
（
40
）１
０
５
５

　
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
の
た
め
、
30

歳
代
の
方
を
対
象
に
健
康
診
査
を
実
施
し

ま
す
。
職
場
な
ど
で
受
け
る
機
会
が
な
い

方
は
、
ご
自
身
の
健
康
管
理
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　
30
か
ら
39
歳
の
方
（
４
月
１
日
現
在
）

※�

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
40
歳
に
な

る
方
は
、
特
定
健
診
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
加
入
の
健
康
保
険
組
合
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
町
よ
り
特

定
健
診
の
問
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

◆�

と　
き　
５
月
30
日（
木
）か
ら
６
月
11

日（
火
）
※
２
日・
８
日・
９
日
は
除
く

　
午
前
０
時
45
分
か
ら
午
後
２
時
10
分

※�

５
月
31
日
（
金
）・
６
月
４
日
（
火
）
は
、

託
児
所
を
設
け
て
い
ま
す
。（
要
予
約
）

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
健
診
内
容

　

�

身
体
計
測・問
診・尿
検
査・血
圧
測
定・

血
液
検
査
（
糖・脂
質・肝
機
能・貧
血・

尿
酸
値・血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
）
な
ど

◆
費　
用　
１
，
０
０
０
円

◆
申
込
方
法

　
電
話
、
ま
た
は
窓
口
で
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
後
日
問
診
票
な
ど
を
郵
送
し

ま
す
。
な
お
、
昨
年
受
診
さ
れ
た
方
に
は

受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
健
康
課　
☎
（
40
）
１
０
５
５

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

◆
検
査
内
容

　
血
液
検
査（
Ｂ
型・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
）

◆
対
象
者

　
左
記
の
項
目
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方

・�

40
歳
以
上
で
、
過
去
に
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
方

・�

現
在
、
肝
炎
の
治
療
中
で
な
い
方

・�

職
場
な
ど
で
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
け
る
機
会
が
な
い
方

◆
と　
き

　
５
月
30
日
（
木
）
か
ら
６
月
11
日
（
火
）

※
２
日
・
８
日
・
９
日
は
除
く

　
午
後
０
時
30
分
か
ら
45
分

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
費　
用　
無
料

◆
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
窓
口
で
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
過
去
に
受
診
歴
の
な
い
方
に

受
診
票
を
発
行
し
ま
す
。）

※�

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
康
診
査
・
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
（
75
歳
以
上
）
の

健
康
診
査
対
象
者
の
方
は
同
時
に
受
診

で
き
ま
す
。

　

�

健
診
の
問
診
票
の
裏
面
に
受
診
票
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
健
康
課　
☎
（
40
）１
０
５
５

前
立
腺
が
ん
検
診
の

前
立
腺
が
ん
検
診
のお知

ら
せ

お
知
ら
せ

◆
検
査
内
容　
血
液
検
査

◆
対
象
者　

　
４
月
１
日
現
在
50
歳
以
上
の
男
性

◆
と　
き

　
５
月
30
日
（
木
）
か
ら
６
月
11
日
（
火
）

※
２
日
・
８
日
・
９
日
は
除
く

　
午
後
０
時
30
分
か
ら
45
分

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
費　
用　
５
０
０
円

◆
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
窓
口
で
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※�

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
康
診
査
・
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
（
75
歳
以
上
）
の

健
康
診
査
対
象
者
の
方
は
同
時
に
受
診

で
き
ま
す
。

　

�

健
診
の
問
診
票
に
前
立
腺
が
ん
検
診
の

希
望
有
無
を
選
択
す
る
欄
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
健
康
課　
☎
（
40
）
１
０
５
５
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風
し
ん
抗
体
検
査
、
予
防

風
し
ん
抗
体
検
査
、
予
防

接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す

接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す

乳
が
ん
検
診
の

乳
が
ん
検
診
のお知

ら
せ
で
す

お
知
ら
せ
で
す

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

ま
だ
お
済
み
で
な
い
女
性
へ

ま
だ
お
済
み
で
な
い
女
性
へ

～
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
～

～
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
～

高
齢
者
肺
炎
球
菌
定
期

高
齢
者
肺
炎
球
菌
定
期

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
風
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
の
な

か
っ
た
世
代
の
男
性
を
対
象
に
、
風
し
ん

抗
体
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
を
使
用
し
抗
体
検
査
を
受
け

た
結
果
、
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
こ
と

が
判
明
し
た
場
合
、
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
未
受
診
者
の
方
に
お
知
ら
せ
の
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
。
ク
ー
ポ
ン
発
行
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者　

　
昭
和
37
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
54
年
4

月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性

◆
期　
間　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

◆
費　
用　
無
料

※
令
和
６
年
度
が
最
後
で
す
。

◆
実
施
方
法

　
ク
ー
ポ
ン
を
使
用
し
抗
体
検
査
受
け
た

結
果
、
抗
体
価
が
低
く
、
必
要
が
あ
る
方

は
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※�

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
、
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

【
問
合
せ
】

　
福
祉
健
康
課　
☎
（
40
）１
０
５
５

　

５
月
９
日
（
木
）
か
ら
13
日
（
月
）

（
12
日
を
除
く
）
に
乳
が
ん
検
診
（
集
団

検
診
）
を
実
施
し
ま
す
。
次
に
該
当
す
る

女
性
に
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

①�

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
30
・
40
歳
の

方
②
過
去
３
年
間
で
受
診
歴
の
あ
る
方

③
今
年
度
の
検
診
の
申
込
み
を
し
た
方

　
①
か
ら
③
以
外
の
方
で
受
診
を
ご
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

※�

個
別
検
診
に
関
し
ま
し
て
は
、
詳
細
が

決
ま
り
次
第
、
随
時
広
報
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
健
康
課　
☎
（
40
）１
０
５
５

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
若
い
年
齢
層
で
発
症

す
る
割
合
が
比
較
的
高
い
が
ん
で
す
。
Ｈ

Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
の

感
染
が
原
因
と
考
え
ら
れ
、
毎
年
１
万
人

以
上
の
女
性
が
子
宮
頸
が
ん
に
か
か
り
、

毎
年
３
千
人
近
く
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
平
成
９
年
度
か
ら
19
年
度
生
ま
れ
の
女

性
の
う
ち
、
定
期
接
種
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
方
が
い
る
た
め
、
接
種
の
機
会
を

提
供
し
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
お
早
め
の
接

種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20
年
４

月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
女
性

◆
公
費
に
よ
る
接
種
期
間　

　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

※�

接
種
は
合
計
３
回
で
す
。
完
了
ま
で
に

約
６
か
月
間
か
か
り
ま
す
。

◆
費　
用　
無
料

　

た
だ
し
、
期
間
を
過
ぎ
て
の
接
種
は
、

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
接
種
に
は
、
町
が
発
行
す
る
予
診
票
が

必
要
で
す
。
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
母
子

健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
う
え
、
窓
口
で
ご

申
請
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
福
祉
健
康
課　
☎
（
40
）１
０
５
５

　
令
和
６
年
度
か
ら
高
齢
者
肺
炎
球
菌
定

期
予
防
接
種
の
対
象
者
が
原
則
65
歳
の
方

の
み
と
な
り
ま
す
。

　
接
種
に
は
町
が
発
行
し
た
予
診
票
が
必

要
で
す
。

◆
定
期
対
象
者　

①
65
歳
の
者

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
者
で
あ
っ
て
、

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
機
能

に
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
が
著
し
く

困
難
な
者

※�

過
去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

（
23
価
・
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
）
の
予

防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、

対
象
外
で
す
。

①
の
方
は
誕
生
月
の
翌
月
に
郵
送
し
ま
す
。

②
の
方
は
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

◆�

助
成
額　
接
種
費
用
の
内
３
，
０
０
０

円
を
町
が
助
成
し
ま
す
。
医
療
機
関
の

窓
口
で
は
３
，
０
０
０
円
を
差
し
引
い

た
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
生
活
保

護
受
給
者
は
無
料
で
す
。

※
助
成
は
生
涯
で
１
回
に
な
り
ま
す

【
問
合
せ
】

　
福
祉
健
康
課
☎
（
40
）１
０
５
５



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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国
民
年
金
の

国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

加
入
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
制

度
で
す
。

　
就
職
や
退
職
な
ど
で
年
金
の
種
類
が
変

わ
っ
た
と
き
に
は
、
必
ず
手
続
き
が
必
要

で
す
。

◆
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き

　
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
加
入

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
扶
養
者

が
い
る
場
合
も
必
要
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
の
「
電
子
申
請

（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
）」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
必
要
な
も
の

・
厚
生
年
金
の
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど

・�

基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の

※�

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付

書
で
銀
行
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の

お
支
払
い
も
可
能
で
す
。

◆
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
？

・
加
入
者
本
人
は
第
２
号
被
保
険
者
。

　

厚
生
年
金
保
険
料
は
、
給
与
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
被
扶
養
配
偶
者
は
第
３
号
被
保
険
者
。

　
加
入
者
本
人
が
保
険
料
を
負
担
し
て
い
る

た
め
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
不
要
で
す
。

【
問
合
せ
】
住
民
課
☎
（
42
）
１
４
２
３

高
校
生
ま
で

高
校
生
ま
で

医
療
費
助
成
を
し
ま
す

医
療
費
助
成
を
し
ま
す

　
町
で
は
、
高
校
３
年
生
ま
で
を
対
象
に

医
療
費
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
登
録
が

必
要
で
す
。

　
現
在
、
高
等
学
校･

専
門
学
校
な
ど
に

在
学
中
で
ま
だ
登
録
を
し
て
い
な
い
方
は

ご
申
請
く
だ
さ
い
。

　
新
た
に
高
校
生
と
な
っ
た
お
子
さ
ん
の

い
る
ご
家
庭
は
、
既
に
ご
案
内
の
と
お
り

必
ず
期
限
ま
で
に
登
録
申
請
く
だ
さ
い
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
日
以
前
の
診
療

は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
期
限　
４
月
30
日
（
火
）
ま
で

【
問
合
せ
】

　
子
育
て
支
援
課　
☎
（
42
）１
４
１
５

千
葉
県
立
長
生
特
別
支
援
学
校

千
葉
県
立
長
生
特
別
支
援
学
校

前
期
学
校
公
開

前
期
学
校
公
開

◆
と　
き

　
５
月
13
日
（
月
）
か
ら
17
日
（
金
）

　
　
午
前
９
時
40
分
か
ら
11
時
30
分

◆
と
こ
ろ

　
千
葉
県
立
長
生
特
別
支
援
学
校

　
（
一
宮
町
東
浪
見
６
７
６
７
－
７
）

◆
内　
容

　
学
校
概
要
の
説
明
や
授
業
、
施
設
設
備

の
参
観

※�

参
観
人
数
の
調
整
の
た
め
、
参
加
希
望

を
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】　
長
生
特
別
支
援
学
校

☎
（
42
）２
４
７
０

成
人
歯
科
相
談

成
人
歯
科
相
談

　
歯
科
衛
生
士
が
完
全
予
約
制
で
個
別
指

導
し
ま
す
。
普
段
、
歯
や
歯
肉
、
口
腔
内

に
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
方
、
歯
や
口
に

関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◆
対
象
者　
町
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

◆
と　
き　
5
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
3
時
か
ら
4
時

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
内　
容　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

　
　
　
　
　
個
別
指
導
・
歯
科
相
談

◆
費　
用　
無
料

【
問
合
せ
・
予
約
受
付
】

　
福
祉
健
康
課　
☎
（
40
）１
０
５
５

※�

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

千
葉
県
調
理
師
試
験
の
実
施

千
葉
県
調
理
師
試
験
の
実
施

◆
と　
き　
10
月
29
日
（
土
）

◆
と
こ
ろ

　
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
千
葉

　
（
千
葉
市
中
央
区
問
屋
町
１
－
45

　

千
葉
ポ
ー
ト
ス
ク
ウ
ェ
ア
内
）

◆
願
書
受
付
期
間

　
５
月
20
日
（
月
）
か
ら
24
日
（
金
）

　
簡
易
書
留
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
消
印
有
効

◆
願
書
配
布
・
申
込
先

　
長
生
保
健
所　
※
平
日
の
み

【
問
合
せ
】

　
長
生
保
健
所　
☎
（
22
）５
９
１
４
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相談等内容 実　　施　　日 受付時間及び
連絡先 内　　　　容

HIV 抗体（エイズ）
検査
エイズ相談

（相談は随時受付） ①即日検査
毎月第 1・3 火曜日
②夜間検査
日時につきましてはお問い合わせ
いただくかホームページをご確認
ください。

①即日検査
13:00 ～ 13:30

（予約制）
検査日１週間前
の 8:30 ～ 前 日
17:15 まで

（22）5166

即日判定可能、但し夜間検査は除く
（無料、匿名）

性感染症検査

梅毒
クラミジア
淋菌（淋菌のみの検査は不可）

（無料、匿名）

肝炎ウイルス検査 B 型肝炎、C 型肝炎
（無料、匿名）

骨髄バンクドナー
登録受付 第 1 火曜日 10:00（予約制）

（22）5166

骨髄バンクにドナーとして
登録してくださる方への説明、受付

（18 歳以上、54 歳以下で健康な方）

腸内細菌検査
第 1・2・3・4 火曜日

（第 5 週、休日、休前日、休前々日
を除く）

9:00 ～ 11:00
（22）5167

便検査（有料）
※通知書の発行は８日後

精神保健福祉相談
①偶数月第 2 火曜日、毎月第 3 金
曜日
②奇数月第 3 火曜日

①14:00～16:00
②14:00～15:00

（予約制）
（22）5914

専門医師・精神保健福祉相談員などに
よる精神保健福祉に関する相談

DV 相談 来所相談：要予約
電話相談：月曜日～金曜日

9:00 ～ 17:00
専用電話：

（22）5565

配偶者やパートナーから受ける暴力
（身体的・精神的・経済的など）に関
する相談

家庭児童相談 月曜日～金曜日 9:00 ～ 17:00
（22）5914

家庭相談員による 18 歳未満の児童に
関する養育、家庭環境、不登校、心や
からだ、児童福祉など子どもに関する
相談

ひとり親家庭
自立支援 月曜日～金曜日 9:00 ～ 17:00

（22）5914

母子・父子自立支援員による母子父子
家庭・寡婦の生活一般、職業能力の向
上および求職活動などへの支援

障害のある人への
差別に関する相談 月曜日～金曜日

9:00 ～ 17:00
専用電話：

（26）1510

障害への誤解や偏見により、つらい思
いをしている方からの相談

※該当日が、祝祭日、年末年始の場合は実施しません。
※やむを得ず、日程を変更する場合があります。
※詳細については電話でお問い合わせください。

【問合せ】長生健康福祉センター（長生保健所）
　　　　☎（22）5167

令和 6 年度 長生保健所（長生健康福祉センター）相談・検査日程
　長生健康福祉センター（長生保健所）では、相談や検査をお受けしています。
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【要予約】
人権相談

・と　き　５月２日（木）
　　　　　10：00 〜 12：00
・ところ　保健センター　小会議室
・対　象　町内在住または在勤の方
【問合せ】福祉健康課 ☎（42）1431
※予約は相談日の３日前までです。

人権に関する相談
例）差別、ハラスメントなど
※�電話や窓口で随時予約できます。
（平日のみ）

【要予約】
行政相談

・と　き　５月２日（木）
　　　　　14：00 〜 16：00
・ところ　保健センター　小会議室
・対　象　町内在住または在勤の方
【問合せ】総務課 ☎（42）2112
※予約は相談日の３日前までです。

国の行政全般についての相談や
意見・要望の受付
※�電話や窓口で随時予約できます。
（平日のみ）

【要予約】
町長室
開放日

・と　き　５月 23 日（木）
　　　　　13：30 〜 17：00
　　　　　１組 30 分
【問合せ】
　企画広報課 ☎（42）2113

町民の皆さんが日ごろ感じている
町政に対する提言・要望・意見な
ど「生の声」を直接町長がお聴き
します。
※�電話や窓口で随時予約できます。
（平日のみ）

【要予約】
弁護士
による
法律相談

・と　き　５月 21 日（火）
　　　　　13：30 〜 15：30
・ところ　保健センター　小会議室
・対　象　町内在住または在勤の方
【問合せ】総務課 ☎（42）2112

【予約受付開始日時】
４月 17 日（水）
午前８時 30 分から
※�電話や窓口で予約できます。
　（平日のみ）

【要予約】
心配ごと
相談

・と　き　５月 23 日（木）
　　　　　９：00 〜 12：00
・ところ　一宮町社会福祉協議会
・対　象　町内在住の方
【問合せ】
　社会福祉協議会 ☎（42）3424

【相談内容】
日常生活上の悩みや心配ごと
例）�暮らしや住まい、
　　家族に関することなど

※相談は無料です。秘密は守られます。

まずは相談してみませんか？
　～ 5月相談日～

そのほか介護や子育てに関する相談やお困りごとについて、随時
受け付けています。また、どこに相談したら良いか分からない場合
などお気軽にお問い合わせください。

【問合せ】　企画広報課　☎（42）2113
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一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

『
カ
エ
ル
の
卵
、
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
な
？
』

『
カ
エ
ル
の
卵
、
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
な
？
』

憩
い
の
森
の
花
だ
よ
り

憩
い
の
森
の
花
だ
よ
り

　
2
月
17
日
は
焼
き
芋
と
早
春
の
生
き
物

観
察
で
し
た
。
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
な
ど
春
の
草

花
が
も
う
姿
を
見
せ
始
め
て
い
ま
し
た
。

先
ず
は
焼
き
芋
の
準
備
で
す
。
松
子
川
周

辺
を
整
備
し
て
切
っ
た
竹
や
木
の
枝
を
焼

却
し
て
、
灰
や
お
き
に
な
っ
た
と
こ
ろ

へ
、
子
供
た
ち
が
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
く
る

ん
だ
サ
ツ
マ
イ
モ
を
埋
め
ま
す
。
焼
き
芋

は
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
焼
く
と
甘
く

な
る
そ
う
で
す
。
焼
き
芋
が
出
来
る
ま
で

の
間
に
ア
カ
ガ
エ
ル
の
卵
調
べ
を
し
ま
し

た
。

　
毎
年
2
月
初
め
こ
ろ
に
ア
カ
ガ
エ
ル
た

ち
が
一
斉
に
産
卵
を
始
め
、
松
子
の
田
ん

ぼ
は
黒
い
粒
々
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
た
卵

塊
（
卵
の
か
た
ま
り
）
だ
ら
け
に
な
り
ま

す
。
子
供
た
ち
は
み
ん
な
で
田
ん
ぼ
の
卵

塊
の
数
を
数
え
、
卵
塊
一
つ
に
４
５
０
個

ほ
ど
の
卵
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
計
算
す
る
と
、
松
子
の
田
ん

ぼ
だ
け
で
も
7
万
個
以
上
の
卵
が
あ
る
事

に
な
り
ま
す
。

　
春
本
番
の
憩
い
の
森
は
、
可
愛
い
花
が

咲
き
揃
い
ま
す
。

　
ス
ミ
レ
色
の
濃
淡
、
タ
ツ
ナ
ミ
ソ
ウ
の

紫
、
ヒ
メ
ハ
ギ
の
赤
紫
、
シ
ャ
ガ
の
薄

紫
、
キ
ジ
ム
シ
ロ
や
ミ
ツ
バ
ツ
チ
グ
リ
の

黄
色
、
ア
マ
ド
コ
ロ
や
ナ
ル
コ
ユ
リ
の
黄

緑
色
、
ク
サ
ボ
ケ
の
赤
色
と
い
っ
た
よ
う

に
彩
り
豊
か
な
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
小
さ
く
可
愛
い
チ
ゴ
ユ
リ
の
花

や
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
キ
ン
ラ
ン
や

ギ
ン
ラ
ン
も
咲
き
出
し
、
ノ
ア
ザ
ミ
も
追

い
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

憩
い
の
森
は
自
然
の
花
々
の
宝
庫
で

す
。
春
先
は
何
か
と
忙
し
い
時
期
で
は
あ

り
ま
す
が
、
可
愛
い
花
々
を
見
て
ホ
ッ
と

一
息
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
現
在
「
い
こ
い
の
森
を
育
む
会
」
で
は

会
員
を
募
集
中
で
す
。
毎
月
第
２
日
曜
日

が
、
草
刈
な
ど
の
作
業
日
で
午
前
９
時
30

分
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
第
４
火
曜
日

は
植
物
観
察
会
を
午
前
10
時
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
。

　
自
然
や
野
草
に
興
味
の
あ
る
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
は
、
み
ん
な
で
美
味
し
い
焼
き
芋

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
行
事
予
定
】

　
田
植
え　
５
月
３
日
（
祝
・
金
）

　
午
前
10
時
か
ら　
松
子
の
田
ん
ぼ

【
問
合
せ
】

　
「
い
こ
い
の
森
を
育
む
会
」
藤
野

　
☎
０
８
０（
５
９
５
４
）５
６
１
１

キンラン クサボケ

【
問
合
せ
】

　
増
田
０
９
０（
８
０
４
５
）０
６
０
６

　
吉
田
０
９
０（
５
３
１
７
）９
７
３
８

　

Facebook

「
一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ

ブ
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。 

会
員
募
集
中
！
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◆映画会※要予約 ◆とき　5 月 15 日（水）10：00 ～
◆内容　『ミッキーのゴルフ』ほか

◆子育て相談室「コアラ組」※要予約 ◆とき　5 月 10 日（金）10：00 ～ 12：00
◆親子教室「ひよこ組」※要予約（前日まで）
　�育児・栄養相談・看護師による身体計測

も行っています。

◆とき　5 月 7 日（火）、14 日（火）各日８組
　　　　10：00 ～ 11：00（受付 9：45）
◆内容　『親子であそぼう』

◆絵本の貸出「はらっぱ文庫」※予約不要
　子どもたちは絵本が大好きです。
「小さい頃に見た絵本は一生の宝物」

◆テーマ『かわいいな！どうぶつ』　
◆とき　月曜日〜金曜日　9:00 ～ 16:00
　　　　土曜日　　　　　9:00 ～ 12:00

◆「あつまれ！ひよこ組」　※予約不要 ◆とき　5 月 21 日（火）10:00 ～ 11:00
◆ところ　保健センター
◆内容　製作、絵本読み聞かせなど

◆ RABBIT　※要予約
　親子で遊びながら、おしゃべりしたり、気軽に育児の困りごとやお悩みごとの相
談ができます。詳細はインスタグラムに掲載しています。ご質問などお気軽にお問
い合わせください。

【問合せ】みんなのいえさくらんぼ　飯田
　　　　 ☎ 080(4902)1880

RABBIT

インスタグラム

◆こねっと座談会　※参加費無料
　子育てのあれこれ、みんなでお茶を飲みながらおしゃべりしましょう♪
　５月 16 日（木）10：30 ～ 12：00

【問合せ】138 子育てネットワーク　藤井
　　　　  ☎ 090(7720)6070　　*138konet@gmail.com

138子育てネットワーク

インスタグラム

育 支 情子 て 援 報 ５月

★�町内４か所の保育施設では、親子の交流を図ることが出来るようイベントの開催や園庭開放
を行っています。どなたでもご利用できますので、お気軽にご連絡ください♪

●公立いちのみや保育所　【問合せ・予約】☎（42）2514（月曜日～金曜日）

●子育て支援館「おおぞら」　【問合せ】愛光保育園　☎ (40)1033
　◆利用時間　月曜日～金曜日　9：00 ～ 15：00

●子育て支援館「しおかぜ」　【問合せ】東浪見こども園　☎ (36)7726
　◆利用時間　月曜日～金曜日　9：00 ～ 15：00

●地域子育て支援「ちきんえっぐ」　【問合せ】一宮どろんこ保育園　☎ (44)7597
　◆利用時間　月曜日～金曜日　9：30 ～ 15：00

◆おもちゃの広場　5 月 8 日（水）10：30 ～　参加費 500 円　※要予約
　東京おもちゃ美術館から楽しいグットトイがやってきます。おもちゃコンサル
タントと一緒にいろんな楽しい遊び方を見つけて楽しみましょう♪
　お弁当ご持参大歓迎です。みんなでゆっくりお話しましょう。

【問合せ】Mommy way たまひよ部
　　　　 ☎ 050(3577)1335　　*info@mommyway.net

たまひよ部

LINE

◆出前保育　※予約不要
　あじさいの製作
　5 月 17 日（金）10：30 ～ 11 : 30　保健センター
※出前保育のほかにイベント（要予約）を行っております。
　詳細はちきんえっぐだよりをご覧ください。 ちきんえっぐだより
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～ 令和６年度公民館教室募集のお知らせ ～～ 令和６年度公民館教室募集のお知らせ ～
【問合せ】中央公民館　☎（42）4576

○手話教室【公民館 ･ 視聴覚室】
定 員 １０人
対 象 成人
日 程 ･ 時 間 毎月第２木曜日　13:30～15:30（6/13 開講）
内 容 手話の基礎を学びながら、手話を通したコミュニケーションを深めます。

○ペン習字教室【公民館 ･ 講義室】
定 員 １０人
対 象 小学生～成人
日 程 ･ 時 間 6/29、7/27、8/31、9/28、10/26、11/30　10:00～12:00（6/29 開講）
内 容 きれいな文字で手紙や文章を書くコツを学びます。

○アロマテラピー教室【公民館 ･ 講義室】
定 員 １０人
対 象 成人
日 程 ･ 時 間 ① 6/9、② 8/18、③ 11/3（年３回）①②10:00～12:00　③13:30～16:00
内 容 エッセンシャルオイルの基礎知識を学びながら簡単なクラフトを行います。

○季節の寄植え・フラワーアレンジ教室【創作の里 ･ 創作室】
定 員 １０人
対 象 成人
日 程 ･ 時 間 6/4、10/1、12/10、2/4（年 4回）10:30～12:00
内 容 季節の植物や花で寄せ植えとフラワーアレンジを楽しみます。

○	陶芸教室【創作の里・創作室】
定 員 １０人
対 象 成人

日 程 ･ 時 間 毎月第１火曜日　13:30～15:30（6/4 開講）
※教室日以外で窯から作品を取り出す日があります。

内 容 陶芸の基礎を学びます。※２年連続講座

○崇文館歴史講座【公民館 ･ 生活研修室】
定 員 ２０人
対 象 中学生以上
日 程 ･ 時 間 左ページに詳細があります。
講 師 一宮町教育委員会学芸員
内 容 左ページに詳細があります。

＊対象者は、町内在住もしくは町内在学・在勤者とします。
＊各教室とも参加費は無料です。（材料費別）
＊定員を超えた場合、抽選となります。
＊状況により教室の内容、開催時期の変更、中止の可能性があります。ご了承ください。
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令和６年度崇文館歴史講座
◆崇

すう
文
ぶん

館
かん

とは…
　崇文館とは、明治 2 年 (1869) に最後の一宮藩主・加

かのうひさよし

納久宜（1848 ～ 1919）によって一
宮藩の旧陣屋近くの廃寺につくられた藩

はんこう

校です。廃藩置県後の明治 5 年 (1872) に廃校とな
りますが、のちにこの校舎は小学校に転用されるなど、一宮の教育の基盤となりました。

◆趣旨
　この公民館教室では、「座学」を中心に郷土の歴史や文化を学ぶ教室です。令和 3 年度から
事業を開始し、これまで通算で 16 回開催してきました。各回で独立した講座となっています。
　本年度は町の歴史を「一から」学ぶ講座を 3 回にわたり開催します。『新編一宮町史』編さ
ん事業の最新の調査成果を反映させた講座を予定しています。

◆会場　　中央公民館　生活研修室

◆予定

回　数 と　き テーマ

第 1回 6月１日（土）13：30～ 15：00 一宮町を通史からみる (1) 古代・中世編

第 2回 9月14日（土）13：30～ 15：00 一宮町を通史からみる (2) 近世編

第 3回 12月７日（土）13：30～ 15：00 一宮町を通史からみる (3) 近現代編

※�日時はあくまでも予定です。都合により変更する場合があります。
　�本講座以外でも、「町史編さん講座」「文化財講座」などを開催しています。
　日程が決まり次第、広報しますので、こちらもぜひご参加ください。

募集期間５月７日 ( 火 ) ～５月１０日 ( 金 ) まで
＊申込方法：下記申込書で中央公民館へお申し込みください。

きりとり線

令和６年度公民館教室申込書
＜手話・ペン習字・アロマ・寄せ植え・陶芸・歴史講座＞

教　室　名 ふりがな
氏　　　名 生年月日 住　　　所 電話番号

　　　　
＊�申込みの際に通知用のハガキ（表書きに本人の住所・氏名記載）をお持ちください。
　公民館教室の日程などをお知らせします。
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今回は「異変に気づく！見守りのポイント」の第１回です。
　高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためには、地域の皆さんの気づき
や見守りが重要になります。

●本人に会って気づく　
　季節や天気についての話題、本人や家族の体調を尋ねる言葉は立ち入りすぎず、様
子を伺うことができます。
　笑顔で話しかけましょう。

	 気づきのポイント	 声かけの例

●住まいの外側から気づく
　知らない人の出入りが増えているときは、詐欺にあっている可能性もあります。

	 気づきのポイント

●異変に気づいたときは・・・
　地域包括支援センターにご相談ください。

【問合せ】　地域包括支援センター　☎（40）1055

すすまま いいるる介護コーナー介護コーナー 介護の情報を皆さんに発信していきます

□顔色が悪い。具合が悪そう。やせてきた。

□�あいさつをしなくなった。

　（前と様子が変わった）

□同じ話を何度もされる。話がかみ合わない。

□暴言を吐く。性格が変わった。

□服や髪が乱れている。

　（服が汚れている。服装が季節に合わない。）

□体にアザがある。

□介護者が疲れている。

□郵便受けに新聞や郵便物がたまっている。

□洗濯物が何日も干したままになっている。

□昼間でも雨戸が閉まっている。

□夜でもカーテンが開いている。　　　□ゴミが放置され、異臭がする。

□庭などが荒れている。　　　　　　　□家から出てこない。

□家の中から怒鳴り声や悲鳴が聞こえる。

□普段見かけない人（業者らしき人）の出入りが増えた。

□おはようございます。

　（時間に合ったあいさつ）

□いい天気ですね。寒くなってきましたね。

□元気にしていますか？

□お庭がきれいですね。お散歩ですか？
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保健センターだより
～　健康ポイント事業のお知らせ　～

　皆さんの健康づくりを応援します。健康への意識が高まり、健康寿命が延伸することを
目的に、「健康ポイント事業」を実施します。運動や健診の受診など、健康づくりに取り
組むことでポイントを獲得し、獲得したポイントが５０ポイント以上になりましたら、千
葉県の協賛店でサービスが受けられる「ち～バリューカード」を交付します。ポイント事
業に参加して、ご自身の健康づくりにお役立てください。

【対　象】１８歳以上の町民の方
【令和６年度実施期間】
　令和７年３月３１日（月）まで

【参加方法】
　ステップ１　申請用台紙をもらいましょう！
　　　　　　　福祉健康課（保健センター）窓口で配布しています。
　ステップ２　ポイントをためましょう！
　　　　　　　�ポイント対象事業に参加したり、健康のために取り組む目標を自分で申請

用台紙に記載し、実行することでポイントがたまります。
　ステップ３　「ち～バリューカード」と交換しましょう！
　　　　　　　�５０ポイント以上にたまると、交換することができます。ポイントの交換

は、年度内にひとり１回限りです。

主なポイント付与対象の取り組み
１．健康チャレンジメニュー
　健康目標の３か月継続達成で、１０ポイント
　（健康目標の例）○朝食を抜かない。　○毎日、ラジオ体操を行なう。
　　　　　　　　　○毎日、8,000 歩以上歩く　など
２．イベントメニュー
　特定健診、人間ドック、職場健診などの受診で、各１０ポイント
　介護予防教室、糖尿病予防教室などの各種教室への参加で、各５ポイント
　献血（保健センター実施分）で、２０ポイント
　その他、公民館活動に参加などで、５ポイント
＊詳しくは、福祉健康課まで、お問い合わせください。（☎（４０）１０５５）

　�元気ちば！健康チャレンジ事業『ち～バリューの店』に協賛していただけるお店を
募集します。

協賛していただけるお店は、千葉県健康福祉部健康づくり支援課まで、ご連絡ください。
（☎　０４３（２２３）２６６１）
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まちの図書室から　～新着図書紹介～まちの図書室から　～新着図書紹介～

5月　けんこう運動教室の日程

書　籍　名 著　　者

襷がけの二人 嶋津輝

続きと始まり 柴崎友香

月ぞ流るる 澤田瞳子

夜露がたり 砂原浩太朗

ワンダフル・ライフ 丸山正樹

化学の授業をはじめます。 ボニー・ガルマス

15 の街道からよむ日本史 安藤優一郎

パンどろぼうとなぞのフランスパン 柴田ケイコ

※図書室の開室日は裏表紙のカレンダーに掲載。

　【問合せ】　まちの図書室　☎（42）7799

＊今月の１冊＊
「おとな六法」

法律をもっと身近に！日常生活と法律を結
びつけて、笑って楽しく学べる 1 冊。

☆この教室は予約制です。指定の予約開始日から受け付けます。
　定員に達した場合、次回の開催日に優先的にご予約を受け付けます。
☆動きやすい服装でお越しください。必ず水分補給用の飲み物をお持ちください。
☆感染症の予防対策のため、中止する場合があります。

教室名 日　程 内　容 時　間 定員 予約開始日

けんこう
運動教室

【会場】
保健センター

７日（火） ニコニコ体操

① 13：00 ～ 14：00
　（受付 12：45 ～） 20 人

４月23日（火）
② 14：15 ～ 15：15
　（受付 14：00 ～） 20 人

16 日（木）貯筋体操

① 13：00 ～ 14：00
　（受付 12：45 ～） 20 人

５月９日（木）
② 14：15 ～ 15：15
　（受付 14：00 ～） 20 人

28 日（火）リズム体操

① 13：00 ～ 14：00
　（受付 12：45 ～） 20 人

５月21日（火）
② 14：15 ～ 15：15
　（受付 14：00 ～） 20 人

東浪見
けんこう運動教室

【会場】
東浪見
コミュニティセンター

13 日（月）お口の健康体操 10：00 ～ 11：30
（受付 9：45 ～） 10 人 ５月２日（木）

23 日（木）転倒予防体操 10：00 ～ 11：30
（受付 9：45 ～） 10 人 ５月16日（木）

※けんこう運動教室は、①または②の時間いずれかでご予約ください。
【問合せ・予約受付】　地域包括支援センター　☎（40）1055
　　　　　　　　　　＊予約受付時間　8：30 ～ 17：15（平日のみ）
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保健センター
【問合せ】 福祉健康課 ☎（4 0 ） 1 0 5 5の行事５月

名　　　称 日　程 時　　　間 内 容・対 象 場　所

育 児 相 談（ 予 約 制 ） 1 日 （水） 9 ：00 〜 11：00 子育てに関するさまざまな相談

保

健

セ

ン

タ

ー

マ タ ニ テ ィ 教 室
第 １ 回 目 ( 予 約 制 ) 15 日 （水） 受付 13：15 〜 13：30 妊婦およびその家族

育 児 相 談（ 予 約 制 ） 16 日 （木） 9 ： 00 〜 11 ： 00 子育てに関するさまざまな相談

乳 児 相 談 20 日 （月） 対象者には
別途通知します ４か月児・７か月児・12か月児

2 歳 児 歯 科 健 診
22 日（水） 対象者には

別途通知します
令和４年１月～２月生まれ

1 歳 6 ヶ 月 児 健 診 令和４年８月～ 10 月生まれ

マ タ ニ テ ィ 教 室
第 ２ 回 目 ( 予 約 制 ) 23 日 （木） 受付 13：15 〜 13：30 妊婦およびその家族

マ タ ニ テ ィ 教 室
第 ３ 回 目 ( 予 約 制 )

27 日 （月）
受付 13：15 〜 13：30 妊婦およびその家族

成 人 歯 科 相 談
（予約制） 15：00 ～ 16 ： 00 18 歳以上の希望者

※お問い合わせください

親 子 ふ れ あ い 教 室 28 日 （火）
9 ：30 〜 10：30 あそびの教室（定員 12 人）

１歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

10：45 〜 11：45 あそびの教室（定員 12 人）
０歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

あ そ び の 広 場

2 日 （木） ･ 7 日 （火） ・ 8 日 （水）
9 日 （木） ・ 10 日 （金） ・ 13 日 （月）
14 日 （火） ・ 17 日 （金） ・ 21 日 （火）
23 日 （木） ・ 24 日 （金）

９ ：30 〜１２：00
１３：00 〜１６：00
乳幼児と保護者

※絵本の読み聞かせ
９日（木）　11：00 ～ 11：30
ボランティア「赤とんぼ」

※対象者に通知している行事については、掲載していないものもあります。
　詳しくはお問い合わせください。

【今月の検診】22 〜 23 ページをご覧ください。詳細は町ホームページを確認ください。

【５月の休日在宅当番医（９：00 〜 17：00）】
医療機関名

内科系 外科系
５月３日
（金）

茂原中央病院
☎（24）1191

塩田記念病院
☎（35）0099

５月４日
（土）

君塚病院
☎（25）1811

菅原病院
☎（25）1171

５月５日
（日）

あまが台ファミリークリニック
☎（36）7011

宍倉病院
☎（24）2171

５月６日
（月）

山之内病院
☎（25）1131

聖光会病院
☎（35）5151

医療機関名
内科系 外科系

５月 12 日
（日）

三上クリニック
☎（30）3733

菅原病院
☎（25）1171

５月 19 日
（日）

牧野医院
☎（24）2222

宍倉病院
☎（24）2171

５月 26 日
（日）

鈴木医院
☎（22）2630

公立長生病院
☎（34）2121

※休日当番医は変更になる場合もあります。
　中央消防署指揮情報係　☎（24）0119 にお問い合わせするか、
　長生郡市広域市町村圏組合ホームページ（https://choseikouiki.jp/kyuujitsutouban/）をご確認ください。



ゴミ収集コース

前日や夜間に出さず、収集日当日の午前8時30分までに出してください。
（１区～ 10区）　 （11区～ 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）　 （綱田～新熊・新浜）１コース ２コース ３コース

●

期日までに納めましょう。 ☎（24）1010
診療科目：内科・小児科
受付時間：
 19：45～22：45
茂原市八千代1-5-4
 （中央消防署裏）
テレフォン案内
 ☎（24）1011
（19：00～翌朝6：00）

♯7119
医療機関を受診するか 
救急車を呼ぶか迷った 
ときにご相談ください。
平日・土曜日
　18：00～翌朝８：00
日曜・祝日
　９：00～翌朝８：00
ダイヤル回線　
 ☎03（6810）1636

♯８０００
お子さんの急な病気で
心配なとき、看護師や 
小児科医が電話でアド
バイスします。

毎日
19：00～翌朝６：00

ダイヤル回線　
 ☎043（242）9939

今月の納期 夜間急病診療所 救急安心電話相談 こども急病電話相談

●ゴミ収集コース　※前日や夜間に出さず、収集日当日の朝 8：30までに出してください。
１コース（１区〜 10区）　２コース（11区〜 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）
３コース（綱田〜新熊・新浜）
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軽 自 動 車 税（全期）

5月31日（金）

※カレンダーは５月の予定です。※カレンダーは５月の予定です。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 燃 え る

ゴ 　 ミ
人権相談
行政相談

5 6 7 8 9 10 11 燃 え る
ゴ 　 ミ

親子教室「ひよこ組」活性肥料の無料配布

（場所：北部
　　　クリーンプラント）
おもちゃの広場

子育て相談室「コアラ組」

12 13 14 15 16 17 18 燃 え る
ゴ 　 ミ

親子教室「ひよこ組」映画会
出前保育

一宮中体育祭

19 20 21 22 23 24 25 燃 え る
ゴ 　 ミ

法律相談
「あつまれ！ひよこ組」

町長室開放日
心配ごと相談

26 27 28 29 30 31
ごみゼロ運動

３コース
燃えないゴミ

１コース
粗大ゴミ

２コース
粗大ゴミ

１コース
燃えないゴミ

２コース
燃えないゴミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

３コース
粗大ゴミ

１コース
資源ゴミ

２コース
資源ゴミ

３コース
資源ゴミ

広報「いちのみや」を
スマートフォンへ
配信します。

ゴミと資源の
分け方・出し方

まちの図書室休

まちの図書室休

まちの図書室休


